
 

 

 

 

 

 

 

 

10.10 自然とのふれあいの場 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

10.10-1 

10.10 自然とのふれあいの場 

調査 

工事の実施及び土地又は工作物の存在・供用に伴い、事業実施区域及びその周辺の自然

とのふれあいの場への影響が想定されることから、自然とのふれあいの場に係る既存資料

調査及び現地調査を行った。 

 

調査内容 

自然とのふれあいの場の資源状況、周辺環境の状況等 

事業実施区域及びその周辺に分布する自然とのふれあいの場の位置、種類、規模、特徴等

を調査した。 

 

自然とのふれあいの場の利用状況 

事業実施区域及びその周辺に分布する自然とのふれあいの場の利用状況を調査した。 

 

自然とのふれあいの場への交通手段の状況 

事業実施区域及びその周辺に分布する自然とのふれあいの場への交通手段の状況を調査

した。 

 

その他の予測・評価に必要な事項 

事業実施区域及びその周辺の土地利用、交通網の状況を調査した。 

 

調査方法 

自然とのふれあいの場の資源状況、周辺環境の状況等 

既存資料（さいたま市都市計画図等）を参考に、主な自然とのふれあいの場を抽出し、現

地踏査及び聞き取りにより、自然とのふれあいの場の分布状況及び利用されている範囲を把

握した。また、構成する地形、要素の内容、周辺環境の状況等も把握した。 

 

自然とのふれあいの場の利用状況 

現地踏査、地域住民及び利用者への聞き取り、アンケート調査により、自然とのふれあい

の活動種ごとに利用状況等を把握した。 

 

自然とのふれあいの場への交通手段の状況 

地域住民及び利用者への聞き取り、アンケート調査により、自然とのふれあいの場への交

通手段及びその状況等を把握した。 

 

その他の予測・評価に必要な事項 

既存資料（さいたま市のホームページ等）を整理・解析した。 
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調査地域・地点 

調査地域は事業実施区域及びその周辺約 1.5km 程度の範囲とし、調査地点は文献調査結果

により抽出され、現地調査を実施した 12 地点とした。調査地点は表 10.10-1 及び図 10.10-1

に示すとおりである。 

 

表 10.10-1 調査地点 

調査地点 

秋ヶ瀬公園 

荒川自転車道① 

薬師堂のマキ 

大久保神社 

荒川総合運動公園通り 

山王堀公園・地蔵堀公園 

古尾谷八幡神社 

秋葉の森総合公園 

荒川自転車道② 

八枝神社 

三つ又沼ビオトープ 

上尾丸山公園 

 

調査期間・頻度 

現地調査の調査期間・頻度は表 10.10-2 に示すとおりである。 

 

表 10.10-2 調査期間・頻度 

調査項目 

 
調査期間 

自然とのふれあいの

場の資源状況、周辺

環境の状況等 

自然とのふれあい

の場の利用状況 

自然とのふれあいの場

への交通手段の状況 

春季 

平成 26 年 5 月 18 日 

平成 28 年 5月 3 日 

平成 29 年 5 月 14 日 

夏季 

平成 26 年 8 月 24 日 

平成 28 年 8月 7 日 

平成 29 年 8 月 27 日 

秋季 

平成 26 年 11 月 16 日 

平成 28 年 11 月 23 日 

平成 29 年 11 月 3 日 

冬季 

平成 26 年 2 月 11 日、23 日 

平成 28 年 2月 7 日 

平成 30 年 2月 4 日 
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図 10.10-1 自然とのふれあいの場の調査地点  



 

10.10-4 

調査結果 

自然とのふれあいの場の資源状況、周辺環境の状況等 

自然とのふれあいの場の資源状況、周辺環境の状況等の調査結果は、表 10.10-3 に示す

とおりである。 

 

表 10.10-3 (1) 自然とのふれあいの場の資源状況、周辺環境の状況等 

調査地点 
資源状況 

周辺環境の状況等 
種類 構成要素・概要 

秋ヶ瀬公園 

公園、スポー
ツ施設、芝生
広場、西洋庭
園、池、水棲
植物園、野鳥
園、遊歩道、
バーベキュー
場、遊具等 

面積約 100ha の緑地公園。周辺地
区にない広大な樹林地や保護緑地
を有している。 
野球場、サッカー場、テニスコー
ト等のスポーツ施設が数多くあ
り、芝生広場やピクニックの森等
はレクリエーションの場として利
用されている。 

事業実施区域の南側で荒
川河川敷に位置する。周
辺の河川敷は運動場に加
え、ゴルフ場、サーキッ
ト場、農地等多目的に整
備されているが、林地は
少ない。 

荒川自転車道① 

自転車道 延長 45.9km の自転車道(さいたま
武蔵丘陵森林公園自転車道線：自
転車歩行者専用道路)。荒川の堤
防上及び高水敷に自転車道が整備
されている。首都圏を代表する自
転車道の一つで、自転車だけでな
く、歩行者も多い。 

事業実施区域及びその周
辺に位置する。主に高水
敷を通過しており、ゴル
フ場や運動場、農地(水
田)が周辺に広がる。 

薬師堂のマキ 

天然記念物 薬師堂の正面にある暖地性常緑樹
のマキ科イヌマキであり、さいた
ま市指定天然記念物である。 

事業実施区域内の第二調
節池の下流側に位置す
る。周辺は林地であり、
遠方からはマキを確認し
にくい。 

大久保神社 

有形文化財、
天然記念物 

大久保神社本殿、境内社豊栄社本
殿及び稲荷社本殿はさいたま市指
定有形文化財（建造物）、大久保
神社社叢はさいたま市指定天然記
念物であり、周辺は古いケヤキ林
となっている。 

事業実施区域の東側で荒
川総合運動公園通りの東
側に位置する。周辺は住
宅地や畑地である。 

荒川総合運動公園
通り 

公園、遊歩
道、池、水遊
び場、芝生広
場等 

約 1km にわたる水路沿いの親水公
園。「さいたま市緑の基本計画」
では荒川と市街地をつなぐ場とし
て位置づけられている。 
水遊び場、芝生広場、遊歩道、せ
せらぎ水路等が整備されている。 

事業実施区域の東側で大
久保浄水場の北側に位置
する。河川敷にある荒川
総合運動公園へのアクセ
スルート沿いの公園であ
り、道沿いは農地と大久
保浄水場がある。 

山王堀公園・地蔵
堀公園 

公園、池、緑
地 
 

面積は山王堀公園 1.18ha、地蔵
堀公園 0.33ha である。周囲の広
大な運動場との対比で特徴的な水
と緑の空間を形成している。 
山王堀・地蔵堀の 2 つの池の周り
には緑地帯が整備されている。 

事業実施区域内の第二調
節池の上流側に位置す
る。周辺の河川敷は健保
組合の野球場、テニスコ
ート等が広範囲に整備さ
れている。 

古尾谷八幡神社 

有形文化財 古尾谷八幡神社社殿、古尾谷八幡
神社旧本殿は、県指定有形文化財
となっている。「八幡様」と地元
の人に親しみを込めて呼ばれてい
る神社である。 

事業実施区域の西側で荒
川と入間川の合流点のや
や下流付近に位置する。
周辺は農地が広がり、住
宅が点在している。 
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表 10.10-3 (2) 自然とのふれあいの場の資源状況、周辺環境の状況等(2/2) 

調査地点 
資源状況 

周辺環境の状況 
利用範囲 構成要素・概要 

秋葉の森総合公園 

公園、スポー
ツ施設、バー
ベキュー場、
池、遊歩道、
遊具等 

面積 10ha の総合公園。サッカー
場、多目的グラウンドのスポーツ
施設、自然保護ゾーン、ピクニッ
ク広場等が整備されている。 

事業実施区域の東側でさ
いたま市と上尾市の市境
付近に位置する。 

荒川自転車道② 

自転車道 上江橋より上流の荒川左岸側の自
転車道。自転車道は荒川の堤防天
端や河川沿いに整備されており、
一部河川敷の農地(水田)を通る。 

事業実施区域及びその周
辺に位置する。一部高水
敷を通過しており、農地
(水田)が周辺に広がる。 

八枝神社 

天然記念物 県指定無形民俗文化財「平方祇園
祭のどろいんきょ行事」と市登録
無形民俗文化財「平方新田の祭り
ばやし」の演舞が行われる場所
で、上尾市指定天然記念物「八枝
神社の境内ケヤキ･エノキ群」が
所在しており、貴重な自然と触れ
合いながら散策が行える。 

事業実施区域の北側で開
平橋付近に位置する。周
辺は住宅地である。 

三ツ又沼ビオトー
プ 

ビオトープ、
散策路 

面積約 13ha のビオトープ。自然
観察用の木道、散策路、案内看板
等が整備されている。湿地環境や
三ツ又沼、樹林地の自然を残し、
これらを観察、体験することがで
きる施設。市民団体等による維持
管理や自然観察会が行われてい
る。 

事業実施区域の北側で上
尾市、川越市、川島町の
境の河川敷に位置する。
周辺の河川敷は、農地や
ゴルフ場として利用され
ている。 

上尾丸山公園 

公園、池、運
動広場、林間
広場、遊歩
道、バーベキ
ュー場、遊
具、自然学習
館等 

面積約 14.9ha の総合公園。「水
と緑の調和」をテーマにした公園
で自然学習館、芝生広場、林間広
場、多目的広場、バーベキュー
場、運動広場、水生植物池、遊具
等が整備されている。 

事業実施区域の北側約
1.5km に位置する。周辺
は森や林、住宅地、農地
が点在している。 
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自然とのふれあいの場の利用状況 

自然とのふれあいの場の利用状況の調査結果は、表 10.10-4 及び写真 10.10-1 に示すと

おりである。 

 

表 10.10-4 自然とのふれあいの場の利用状況 

調査地点 利用者数(人) 利用状況 

秋ヶ瀬公園 

春季 6,132 利用者数は、春季が 6,132 人、夏季が 3,306 人、秋季が
4,316 人、冬季が 1,723 人であった。バーベキュー、散
策・休息・花見等、スポーツの利用が多かった。その
他、生き物の観察・撮影・採集、遊具利用等の遊びがみ
られた。 

夏季 3,306 

秋季 4,316 

冬季 1,723 

荒川自転車道① 

春季 2,904 利用者数は、春季が 2,904 人、夏季が 2,279 人、秋季が
2,246 人、冬季が 980 人であった。スポーツの利用が多
かった。その他、散策・休息・花見等がみられた。 

夏季 2,279 

秋季 2,246 

冬季 980 

薬師堂のマキ 

春季 0 利用者数は、秋季に 7人であり、その他の季節では利用
者は確認されなかった。秋季はその他利用(ボーイスカ
ウト)であった。 

夏季 0 

秋季 7 

冬季 0 

大久保神社 

春季 28 利用者数は、春季が 28 人、夏季が 55 人、秋季が 46
人、冬季が 1人であった。施設利用(自治会の集会)、参
拝等がみられた。 

夏季 55 

秋季 46 

冬季 1 

荒川総合運動公
園通り 

春季 268 利用者数は、春季が 268 人、夏季が 275 人、秋季が 104
人、冬季が 322 人であった。散策・休息・花見等が多か
った。その他、スポーツ、釣り、水遊び、生き物の観
察・撮影・採集、遊具利用等の遊びがみられた。 

夏季 275 

秋季 104 

冬季 322 

山王堀公園・地
蔵堀公園 

春季 79 利用者数は、春季が 79 人、夏季が 55 人、秋季が 16
人、冬季が 78 人であった。散策・休息・花見等、スポ
ーツ、釣りの利用が多かった。その他、生き物の観察・
撮影・採集の利用がみられた。 

夏季 55 

秋季 16 

冬季 78 

古尾谷八幡神社 

春季 45 利用者数は、春季が 45 人、夏季が 30 人、秋季が 72
人、冬季が 34 人であった。お参り、散策・休息・花見
等、遊具利用等の遊びもみられた。 

夏季 30 

秋季 72 

冬季 34 

秋葉の森総合公園 

春季 84 利用者数は、春季が 84 人、夏季が 33 人、秋季が 31
人、冬季が 91 人であった。散策・休息・花見等の利用
が最も多かった。その他、生き物の観察・撮影・採集の
利用もみられた。 

夏季 33 

秋季 31 

冬季 91 

荒川自転車道② 

春季 739 利用者数は、春季が 739 人、夏季が 708 人、秋季が 396
人、冬季が 343 人であった。スポーツの利用が多かっ
た。その他、散策・休息・花見等の利用もみられた。 

夏季 708 

秋季 396 

冬季 343 

八枝神社 

春季 29 利用者数は、春季が 29 人、夏季が 31 人、秋季が 29
人、冬季が 15 人であった。その他利用（早朝のラジオ
体操）が多かった。その他、参拝、天然記念物の見学、
御朱印集め等の利用もみられた。 

夏季 31 

秋季 29 

冬季 15 

三ツ又沼ビオト
ープ 

春季 10 利用者数は、春季が 10 人、夏季が 25 人、秋季が 29
人、冬季が 7人であった。生き物の観察・撮影・採集、
散策・休息・花見等の利用がみられた。 

夏季 25 

秋季 29 

冬季 7 

上尾丸山公園 

春季 2,810 利用者数は、春季が 2,810 人、夏季が 2,811 人、秋季が
2,381 人、冬季が 478 人であった。散策・休息・花見
等、遊具利用等の遊びが多かった。その他、釣り、スポ
ーツ、生き物の観察・撮影・採集の利用もみられた。 

夏季 2,811 

秋季 2,381 

冬季 478 
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秋ヶ瀬公園の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川自転車道①の状況 

 

写真 10.10-1(1) 自然とのふれあいの場の状況 

  

テニスコート 

雑木林（野鳥観察） 

芝生広場 

バーベキュー 

自転車道 

自転車道に隣接するトイレ サイクリング 

自転車道 
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薬師堂のマキの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大久保神社の状況 

 

写真 10.10-2(2) 自然とのふれあいの場の状況 

  

薬師堂のマキ 薬師堂のマキ 

薬師堂のマキへのアクセス路 薬師堂のマキ周辺状況 

入口付近 境内の状況 

鳥居 

社叢 
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荒川総合運動公園通りの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山王堀公園・地蔵堀公園の状況 

 

 

写真 10.10-3(3) 自然とのふれあいの場の状況 

 

  

遊歩道 親水広場 

せせらぎ水路 ジャブジャブ池(水遊び) 

池(山王堀) 池(地蔵堀) 

緑地 釣り 
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古尾谷八幡神社の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋葉の森総合公園の状況 

 

写真 10.10-4(4) 自然とのふれあいの場の状況 

  

遊具 

生き物の観察、撮影 

芝生広場 

散策 

入口付近 

遊歩道 

清掃活動 参拝 
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荒川自転車道②の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八枝神社の状況 

 

写真 10.10-5(5) 自然とのふれあいの場の状況 

  

自転車道 

サイクリング ジョギング 

入口付近 

境内でのラジオ体操 参拝 

境内のケヤキ大木 

自転車道 
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三ツ又沼ビオトープの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上尾丸山公園の状況 

 

写真 10.10-6(6) 自然とのふれあいの場の状況 

  

遊歩道 

水遊び 

湿地 

遊具 

雑木林 

散策路 三ツ又沼 

生き物の観察、撮影 



 

10.10-13 

自然とのふれあいの場への交通手段の状況 

自然とのふれあいの場への交通手段の状況の調査結果は、表 10.10-5に示すとおりである。 

 

表 10.10-5 自然とのふれあいの場への交通手段の状況 

調査地点 主な交通手段 主なアクセスルート 

秋ヶ瀬公園 
自家用車、自転車 ・国道 463 号等 

・羽根倉橋東から秋ヶ瀬公園までの道路(堤
外地内) 

荒川自転車道① 
自転車 ・県道 40 号、国道 463 号、国道 16 号等 

・荒川自転車道(堤外地内) 

薬師堂のマキ 
－ ・国道 463 号等 

・羽根倉橋東から薬師堂のマキまでの道路
(堤外地内) 

大久保神社 
－ ・県道 57 号等 

荒川総合運動公
園通り 

自家用車、自転車、徒歩 ・県道 57 号等 

山王堀公園・地蔵
堀公園 

自家用車、徒歩 ・県道 56 号、国道 17 号、堤防沿い道路等 
・治水橋から山王堀公園・地蔵堀公園までの
道路(堤外地内) 

古尾谷八幡神社 自家用車、徒歩 ・国道 16 号、古谷八幡通り、農道等 

秋葉の森総合公園 自家用車、徒歩 ・県道 57 号、県道 216 号、国道 16 号等 

荒川自転車道② 
自転車、徒歩 ・県道 57 号、県道 51 号、国道 16 号等 

・荒川自転車道(堤外地内) 

八枝神社 自家用車、自転車、徒歩 ・県道 51 号等 

三ツ又沼ビオト
ープ 

自家用車 ・県道 51 号、県道 339 号等 

上尾丸山公園 自家用車、徒歩 ・県道 51 号、国道 16 号、国道 17 号等 

注)表中の「－」について、薬師堂のマキ及び大久保神社は利用者数調査のみ実施した。 

 

 

その他の予測・評価に必要な事項 

周辺の土地利用 

「第 3 章地域特性 3.1 社会的状況 3.1.2 土地利用の状況」に示すとおりである。 

 

交通網の状況 

広域的な交通網は、「第 3 章 地域特性 3.1 社会的状況 3.1.4 交通の状況」に示すと

おりであり、自然とのふれあいの場のうち秋ヶ瀬公園が幹線道路である国道 463 号に面し

て立地している。 

 



 

10.10-14 

予測 

工事の実施に伴う影響 

建設機械の稼働、堤体等の工事(掘削含む)及び工事用道路等の設置工事の実施に伴う自然

とのふれあいの場の利用環境の変化の程度 

予測内容 

工事の実施に伴う大気質、騒音、振動等の要因による自然とのふれあいの場の利用環境

への影響について予測した。 

 

予測方法 

「10.1 大気質」、「10.2 騒音・低周波音」、「10.3 振動」等の予測結果及び自然とのふれあ

いの場の利用状況を踏まえ、利用環境の変化の程度について予測した。 

 

予測地域 

予測地域・地点は、調査地域・地点に準じた。 

 

予測対象時期 

予測対象時期は、建設機械の稼働に伴う影響、資材運搬等の車両の走行に伴う影響が最

大となる時期とした。 

 

予測結果 

予測結果は、表 10.10-6 に示すとおりである。 

「10.1 大気質」、「10.2 騒音・低周波音」、「10.3 振動」の予測結果から、敷地境界におけ

る建設機械の稼働に伴う影響は、二酸化窒素(年間 98%値)が最大 0.027ppm、浮遊粒子状物

質(年間 2%除外値)が最大 0.047mg/m3、騒音レベルが最大 77dB、振動レベルが最大 56dB で

あり、いずれも整合を図るべき基準等を満たしていた。 

また、「10.1 大気質」の粉じん(降下ばいじん)の予測結果から、堤体等の工事(掘削含む)

及び工事用道路等の設置工事の実施に伴う影響は、最大 0.62t/km2/月であり、整合を図る

べき基準等を満たしていた。 

以上のことから、事業実施区域周辺(事業実施区域外)に位置する自然とのふれあいの場

（荒川総合運動公園通り、大久保神社、古尾谷八幡神社、秋葉の森総合公園、上尾丸山公

園、三つ又沼ビオトープ、八枝神社）については、利用環境への影響は小さいと予測され

た。また、事業実施区域内に位置する自然とのふれあいの場のうち、薬師堂のマキ及び山

王堀公園・地蔵堀公園は、改変区域から離れていることから、利用環境への影響は小さい

と予測された。 

一方で、荒川自転車道①及び荒川自転車道②については、一部区間が改変され、利用で

きなくなると想定され、利用環境に影響が生じる可能性があると予測された。 

また、秋ヶ瀬ストックヤード近傍に位置する秋ヶ瀬公園については、秋ヶ瀬ストックヤ

ードの工事用道路に近接しているため、事業実施区域への資材運搬等の車両の走行に伴い

発生する大気質、騒音及び振動により、利用環境に影響が生じる可能性があると予測され

た。  



 

10.10-15 

表 10.10-6 予測結果(工事の実施に伴う利用環境の変化) 

予測地点 主な利用内容 予測結果 

秋ヶ瀬公園 バーベキュー 
散策・休息・花見 
スポーツ 
生き物の観察・撮影・採集 
遊具利用等の遊び 

秋ヶ瀬ストックヤードの工事用道路に近接しているた
め、事業実施区域への資材運搬等の車両の走行に伴い
発生する大気質(二酸化窒素、浮遊粒子状物質、粉じ
ん)、騒音及び振動により、バーベキュー、散策・休
息・花見、スポーツ、生き物の観察・撮影・採集、遊
具利用等の遊び等の利用環境に影響を及ぼす可能性が
あると予測される。 

荒川自転車
道① 

スポーツ（サイクリング） 
散策・休息・花見 

荒川自転車道①は一部区間が改変され、利用できなく
なると想定されることから、スポーツ（サイクリン
グ）、散策・休息・花見等の利用環境に影響を及ぼす可
能性があると予測される。 

薬師堂のマ
キ 

その他の利用 
(ボーイスカウト) 

事業実施区域内に位置しているが、改変区域から離れ
ていることから、その他の利用(ボーイスカウト)の利
用環境への影響は小さいと予測される。 

大久保神社 施設利用(自治会の集会) 
参拝 

事業実施区域から離れていることから、施設利用(自治
会の集会)、参拝等の利用環境への影響は小さいと予測
される。 

荒川総合運
動公園通り 

散策・休息・花見 
スポーツ、釣り 
水遊び 
生き物の観察・撮影・採集 
遊具利用等の遊び 

事業実施区域から離れていることから、散策・休息・
花見、スポーツ、釣り、水遊び、生き物の観察・撮
影・採集、遊具利用等の遊び等の利用環境への影響は
小さいと予測される。 

山王堀公園・
地蔵堀公園 

散策・休息・花見 
スポーツ、釣り 
生き物の観察・撮影・採集 

事業実施区域内に位置しているが、改変区域から離れ
ていることから、散策・休息・花見、スポーツ、釣
り、生き物の観察・撮影・採集等の利用環境への影響
は小さいと予測される。 

古尾谷八幡
神社 

参拝 
散策・休息・花見 
遊具利用等の遊び 

事業実施区域から離れていることから、参拝、散策・休
息・花見、遊具利用等の遊び等の利用環境への影響は小
さいと予測される。 

秋葉の森総
合公園 

散策・休息・花見 
生き物の観察・撮影・採集 

事業実施区域から離れていることから、散策・休息・花
見、生き物の観察・撮影・採集等の利用環境への影響は
小さいと予測される。 

荒川自転車
道② 

スポーツ（サイクリング） 
散策・休息・花見 

荒川自転車道②は一部区間が改変され、利用できなくな
ると想定されることから、スポーツ（サイクリング）、
散策・休息・花見等の利用環境に影響を及ぼす可能性が
あると予測される。 

八枝神社 その他の利用 
（早朝のラジオ体操） 
参拝、天然記念物の見学 
御朱印集め 

事業実施区域から離れていることから、その他の利用 
（早朝のラジオ体操）、参拝、天然記念物の見学、御朱
印集め等の利用環境への影響は小さいと予測される。 

三つ又沼ビ
オトープ 

生き物の観察・撮影・採集 
散策・休息・花見 

事業実施区域から離れていることから、生き物の観察・
撮影・採集、散策・休息・花見等の利用環境への影響は
小さいと予測される。 

上尾丸山公
園 

散策・休息・花見 
遊具利用等の遊び 
釣り、スポーツ 
生き物の観察・撮影・採集 

事業実施区域から離れていることから、散策・休息・花
見、遊具利用等の遊び、釣り、スポーツ、生き物の観察・
撮影・採集等の利用環境への影響は小さいと予測され
る。 

 

 

 



 

10.10-16 

資材運搬等の車両の走行に伴う自然とのふれあいの場への交通手段の阻害のおそれの有

無及びその程度 

予測内容 

資材運搬等の車両の走行に伴う自然とのふれあいの場への交通手段の阻害のおそれの有

無及びその程度について予測した。 

 

予測方法 

資材運搬等の車両の走行に伴う自然とのふれあいの場への交通手段の阻害のおそれの有

無及びその程度については「10.15 地域交通」で推計した将来交通量により自然とのふれあ

いの場への交通手段への影響を定性的に予測した。 

 

予測地域 

予測地域・地点は、調査地域・地点に準じた。 

 

予測対象時期 

予測対象時期は、資材運搬等の車両の走行に伴う影響が最大となる時期とした。 

 

予測結果 

事業計画から、資材運搬等の車両の公道への接続は、羽根倉橋交差点の出入口から国道

463 号及び市道への走行のみである。 

また、「10.15 地域交通」の予測結果から、資材運搬等の車両の走行台数の増加による地

域交通への影響の程度は小さいと予測されている。 

以上のことから、資材運搬等の車両の走行に伴う自然とのふれあいの場への交通手段の

阻害について、影響は小さいと予測される。 

 

  



 

10.10-17 

土地又は工作物の存在・供用に伴う影響 

調節池の存在・供用に伴う自然とのふれあいの場の消滅のおそれの有無又は改変の程度 

予測内容 

調節池の存在・供用に伴う自然とのふれあいの場の直接改変の程度を予測した。 

 

予測方法 

事業計画と自然とのふれあいの場の位置等の重ね合わせにより予測した。 

 

予測地域 

予測地域・地点は、調査地域・地点に準じた。 

 

予測対象時期 

予測対象時期は、調節池の供用が定常状態となった時期とした。 

 

予測結果 

事業計画と自然とのふれあいの場の重ね合わせによる予測結果は、図 10.10-2 及び表 

10.10-7 に示すとおりである。 

重ね合わせの結果、荒川自転車道①及び荒川自転車道②の一部区間が、調節池の存在・

供用に伴う改変により消滅すると予測される。 

 

表 10.10-7 予測結果(調節池の存在・供用に伴う影響) 

予測地点 予測結果 

秋ヶ瀬公園 消滅のおそれはないと予測される。 

荒川自転車道① 荒川自転車道①は、主に荒川の左岸側の堤防天端道路や河川敷上

の区間に存在し、調節池の存在・供用に伴い一部区間が消滅する

と予測される。 

薬師堂のマキ 消滅のおそれはないと予測される。 

大久保神社 消滅のおそれはないと予測される。 

荒川総合運動公園通り 消滅のおそれはないと予測される。 

山王堀公園・地蔵堀公園 消滅のおそれはないと予測される。 

古尾谷八幡神社 消滅のおそれはないと予測される。 

秋葉の森総合公園 消滅のおそれはないと予測される。 

荒川自転車道② 荒川自転車道②は、主に荒川の左岸側の堤防天端道路や河川敷上

の区間に存在し、調節池の存在・供用に伴い一部区間が消滅する

と予測される。 

八枝神社 消滅のおそれはないと予測される。 

三つ叉沼ビオトープ 消滅のおそれはないと予測される。 

上尾丸山公園 消滅のおそれはないと予測される。 
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図 10.10-2 事業計画と自然とのふれあいの場の重ね合わせ結果 
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評価 

工事の実施及び土地又は工作物の存在・供用に伴う影響 

評価方法 

回避・低減の観点 

工事の実施及び土地又は工作物の存在・供用に伴う自然とのふれあいの場への影響が、

事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されているかどうかにつ

いて評価した。 

 

評価結果 

回避・低減の観点 

予測の結果、工事の実施及び施設の存在・供用に伴い、荒川自転車道①及び荒川自転車

道②については一部区間が改変され、利用できなくなると想定され、影響が生じる可能性

があると予測された。ただし、表 10.10-8 に示すとおり、環境の保全のための措置として

「荒川自転車道の代替ルートについて関係機関と協議を行い、ルートを確保する」の措置

を講じることにより、直接改変による人と自然とのふれあいの場への影響の低減に努める。 

また、秋ヶ瀬ストックヤード近傍に位置する秋ヶ瀬公園については、秋ヶ瀬ストックヤ

ードの工事用道路に近接しているため、事業実施区域への資材運搬等の車両の走行に伴い

発生する大気質、騒音及び振動により、工事中の利用環境に影響が生じる可能性があると

予測された。ただし、表 10.10-8 に示すとおり、環境の保全のための措置として「車両運

行管理により、車両走行の集中化を避ける」、「規制速度での走行やアイドリングストップ

など適切な運転指導を徹底する」、「必要に応じてシート被覆等の飛散防止対策を行う」、

「必要に応じて土工事等において、散水を行う」の措置を講じることにより、直接改変に

係る影響の低減に努める。 

以上のことから、工事の実施及び土地又は工作物の存在・供用に伴う自然とのふれあい

の場への影響は、事業者により実行可能な範囲内でできる限り低減が図られていると評価

する。 
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表 10.10-8 環境の保全のための措置 

影響要因 影響 検討の視点 項目 環境の保全のための措置 措置の区分 

調節池の存
在・供用 

自 然 と の
ふ れ あ い
の 場 の 改
変 

影響の解消 ― 
・荒川自転車道の代替ルートにつ
いて、関係機関と協議を行い、
ルートを確保する。 

低減 

建設機械の
稼働、堤体
等 の 工 事
(掘削含む)
及び工事用
道路等の設
置工事の実
施、資材運
搬等の車両
の走行 

利 用 環 境
の変化 

発生源対策 

大気質 
(二酸化窒
素、浮遊粒
子状物質) 

・排出ガス対策型建設機械を採用
する。 

・低騒音型建設機械を採用する。 
・効率的な工事工程を検討し、建

設機械の集中稼働を避ける。 
・作業方法の改善(高負荷運転の

抑制、アイドリングストップ
等)に努める。 

・車両の運行管理により、車両走
行の集中化を避ける。 

・規制速度での走行やアイドリン
グストップなど適切な運転指
導を徹底する。 

低減 

騒音・振動 

大気質 
(粉じん) 

・必要に応じてシート被覆等の飛
散防止対策を行う。 

・必要に応じて土工事等におい
て、散水を行う。 

低減 
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10.11-1 

10.11 史跡・文化財 

10.11.1 調査 

土地又は工作物の存在・供用に伴い、事業実施区域及びその周辺の史跡・文化財への

影響が想定されることから、史跡・文化財に係る既存資料調査及び現地調査を行った。 

 

調査内容 

指定文化財等の分布の状況 

事業実施区域及びその周辺における指定文化財等の分布状況を調査した。 

 

指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

事業実施区域及びその周辺に分布する指定文化財等の雰囲気を形成している要素の状況

を調査した。 

 

人と指定文化財等との関わりの状況 

事業実施区域及びその周辺に分布する指定文化財等の利用状況、人との関わりについて

調査した。 

 

埋蔵文化財包蔵地の範囲、現況等 

事業実施区域及びその周辺に分布する埋蔵文化財包蔵地の有無、分布範囲、保存状況等

を調査した。 

 

埋蔵文化財の種類、価値等 

事業実施区域及びその周辺に分布する埋蔵文化財の種類、価値等を調査した。 

 

その他の予測・評価に必要な事項 

周辺の土地利用の状況を調査した。 

 

調査方法 

指定文化財等の分布の状況 

既存資料（「さいたま市内指定・登録文化財一覧」等）の整理解析により、指定文化財等

を抽出し、分布状況を把握した。 

 

指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

対象とする指定文化財等について現地で写真撮影等の調査を行い、指定文化財等の雰囲

気を形成している要素を把握した。 

 

人と指定文化財等との関わりの状況 

既存資料の整理・解析により対象とする指定文化財等と人との関わりについて、把握し

た。 
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埋蔵文化財包蔵地の範囲、現況等 

既存資料の整理・解析により埋蔵文化財包蔵地の有無、分布範囲、保存状況等について

把握した。 

 

埋蔵文化財の種類、価値等 

既存資料の整理・解析により埋蔵文化財の種類、価値等について把握した。 

 

その他の予測・評価に必要な事項 

既存資料（「都市計画図」（埼玉県）等）の整理・解析により、周辺の土地利用について把

握した。 

 

調査地域・地点 

調査地域は事業実施区域及びその周辺約 1.5km の範囲とし、調査地点は事業実施区域及

びその周辺に位置する指定文化財等とした。 

 

調査期間・頻度 

調査期間・頻度について、「指定文化財等の雰囲気を構成している要素の状況」のうち現

地調査の実施日は、「(5) 調査結果」の「 2) 指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成してい

る要素の状況」に示すとおりである。 

なお、既存文献調査については、最新の資料とした。 
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調査結果 

指定文化財等の分布の状況 

事業実施区域及びその周辺約 1.5km の範囲に存在する指定文化財等は、表 10.11-1 及び

図 10.11-1 に示すとおりであり、57 件が分布している。なお、事業実施区域内には、「薬

師堂のマキ」(さいたま市指定天然記念物)が分布している。 

 

表 10.11-1(1) 事業実施区域及びその周辺の指定文化財等一覧 

番号 指定 種別 区分 名称 所在地 

1 
埼玉県 有形文化財 建造物 古尾谷八幡神社社殿 

古尾谷八幡神社旧本殿 
川越市古尾谷本郷 1408-1 

2 彫刻 木造薬師如来坐像 川越市古谷本郷 1383 

3 民俗文化財 無形民俗文
化財 

老袋の万作 川越市下老袋 

4 老袋の弓取式 川越市下老袋 

5 平方祇園祭のどろいんきょ行事 上尾市平方 

6 ほろ祭 川越市古谷本郷 

7 記念物 旧跡 難波田氏館跡（難波田城跡） 富士見町大字下南畑 568-1 

8 天然記念物 馬蹄寺のモクコク 上尾市平方 2088 

9 
大久保の大ケヤキ さいたま市桜区大久保領家

433-4 

10 上尾市 有形文化財 絵画 紙本着色釈迦三尊像図 上尾市平方 2088 

11 建造物 神山家煉瓦蔵・煉瓦塀 上尾市平方 2680 

12 記念物 史跡 森朴斎碑と墓 上尾市平方 530-1 

13 正覚寺寺子屋遺跡 上尾市平方 531-1 
14 有形文化財 彫刻 十一面観世音菩薩坐像付胎内仏 上尾市平方領領家 785 

15 記念物 天然記念物 八枝神社の境内ケヤキ・エノキ群 上尾市平方 488 

16 大けやき 上尾市大字平方 2124 

17 民俗文化財 有形民俗文
化財 

馬蹄寺徳本行者六字名号供養塔 上尾市平方 2088 

18 小塚浅間塚 上尾市平方 3070-3 

19 万治二年銘庚申塔 上尾市上野 317-1 

20 有形文化財 歴史資料 平方村河岸出入商人衆奉納の石祠 上尾市大字平方 2124 

21 鈴木荘丹俳諧歌碑 上尾市平方 2088 

22 

川越市 有形文化財 彫刻 木造阿弥陀如来坐像 
木造千手観音坐像 
木造阿弥陀如来立像 
木造甲冑不動明王立像 

川越市古谷本郷 1383 

23 
富士見市 有形文化財 建造物 大澤家住宅・主屋 

旧金子家住宅・主屋 
旧図鈴木家長屋門 

富士見町大字下南畑 568-1 
(難波田城公園内) 

24 
古文書 横田家文書 

柳下家十玉院文書 
大澤家文書 

富士見町大字下南畑 568-1 
(難波田城資料館内) 

25 
考古資料 関口不動堂月待板碑 

嘉吉元年月待板碑 
富士見町大字下南畑 568-1 
(難波田城資料館内) 

26 
歴史資料 南畑八幡神社鰐口 富士見町大字下南畑 1148 

27 
民俗文化財 無形民俗文

化財 
南畑八幡神獅子舞 富士見町大字下南畑 1148 

28 
志木市 記念物 史跡 佃堤 志木市上宗岡 2 丁目 199-6

他 

29 
民俗文化財 有形民俗文

化財 
羽根倉富士嶽 志木市上宗岡 4丁目-700 

出典：「埼玉県内の指定文化財について」(埼玉県教育局生涯学習文化財課、令和元年 10 月閲覧) 

「上尾の指定･登録文化財一覧」(上尾市生涯学習課、令和元年 10 月閲覧) 

「川越市の指定文化財」(川越市役所、令和元年 10 月閲覧) 

「富士見市指定文化財一覧」(富士見市教育委員会生涯学習課、令和元年 10 月閲覧) 

「歴史･文化財」(志木市役所、令和元年 10 月閲覧) 

「さいたま市内指定・登録文化財一覧」(さいたま市教育委員会事務局生涯学習部文化財保護課、令和元年

10 月閲覧) 
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表 10.11-1(2) 事業実施区域及びその周辺の指定文化財等一覧 

番号 指定 種別 区分 名称 所在地 

30 さいたま
市 

有形文化財 建造物 観音寺四脚門 さいたま市桜区大字宿 147 

31 
大久保神社本殿並びに境内社豊栄
社本殿及び稲荷社本殿 

さいたま市桜区大字宿 69 

32 観音寺観音堂 さいたま市桜区大字宿 147 

33 永田家長屋門及び簓子塀 さいたま市西区土屋 

34 
古文書 大泉院寺領寄進状及び朱印状 さいたま市桜区大字大久保

領家 363 

35 
考古資料 東光院五輪塔 さいたま市西区大字島根

690 

36 
二ツ宮阿弥陀堂板石塔 さいたま市西区大字二ツ宮

379 

37 
記念物 史跡 指扇領主山内一唯一族の墓 さいたま市西区大字中釘

1218 

38 
羽根倉河岸跡・付渡船場跡 さいたま市桜区大字下大久

保 

39 
春日氏一族の墓 さいたま市桜区大字大久保

領家 363・緑区大字中野田
1667 

40 
塚山古墳 さいたま市桜区大字浦和塚

本 

41 
神明寺古墳 さいたま市桜区大字浦和塚

本 

42 
有形文化財 書跡 絹本墨書総延授総悦血脈 

紙本墨書三千仏名経 
さいたま市桜区大字大久保
領家 363 

43 彫刻 木造伝西方寺開山像 さいたま市桜区大字塚本 66 

44 阿弥陀如来三尊像 さいたま市桜区大字宿 147 

45 
阿弥陀堂木造阿弥陀如来坐像 さいたま市西区大字二ツ宮

446－2 

46 
記念物 天然記念物 薬師堂のマキ さいたま市桜区大字浦和塚

本 675 

47 大久保神社社叢 さいたま市桜区大字宿 69 

48 
薬師堂ヒイラギ さいたま市桜区大字大久保

領家 205 

49 林鐘寺のイトザクラ さいたま市桜区大字在家 71 

50 
大泉院のウスギモクセイ さいたま市桜区大字大久保

領家 363 

51 植田谷本のクスノキ さいたま市西区植田谷本 

52 民俗文化財 無形民俗文
化財 

秋葉ささら獅子舞 さいたま市西区大字中釘 

53 宿の祭ばやし さいたま市桜区大字宿地区 

54 
有形民俗文
化財 

福寿庵百観音 さいたま市西区大字宝来
1313 

55 
辻の庚申塔 さいたま市西区大字指扇領

辻 

56 
高城寺の庚申塔 さいたま市西区大字西遊馬

229 

57 
有形文化
財 

歴史資料 天保十一年銘秋葉神社算額 さいたま市西区大字中釘
818 

出典：「埼玉県内の指定文化財について」(埼玉県教育局生涯学習文化財課、令和元年 10 月閲覧) 

「上尾の指定･登録文化財一覧」(上尾市生涯学習課、令和元年 10 月閲覧) 

「川越市の指定文化財」(川越市役所、令和元年 10 月閲覧) 

「富士見市指定文化財一覧」(富士見市教育委員会生涯学習課、令和元年 10 月閲覧) 

「歴史･文化財」(志木市役所、令和元年 10 月閲覧) 

「さいたま市内指定・登録文化財一覧」(さいたま市教育委員会事務局生涯学習部文化財保護課、令和元年

10 月閲覧) 
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図 10.11-1 指定文化財等の位置 
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指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況については、既存資料調査に

より把握した指定文化財等のうち、事業実施区域内に分布するさいたま市指定天然記念物

である薬師堂のマキを調査対象とした。 

また、事業実施区域及びその周辺において、有形文化財であって土地や周辺の自然環境

と一体となった指定文化財、無形文化財であって地域に根ざした祭り等が開催されている

指定文化財等を調査対象とした。 

指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況の調査位置図は図 10.11-2に、

調査結果は写真 10.11-1～写真 10.11-7 に示すとおりである。 
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図 10.11-2 指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の調査位置 
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写真 10.11-1 指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

(薬師堂のマキ) 

 

写真 10.11-2 指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

(宿の祭りばやし、大久保神社) 

 

  
薬師堂のマキの様子 

(令和元年 8月 5 日撮影) 
薬師堂のマキ周辺の様子 
(令和元年 8月 5 日撮影) 

事業実施区域内の羽根倉橋上流の荒川左岸河川敷に位置する薬師堂の境内に、イチョウと対をなして植え

られている。周辺を構成している要素として、樹木(イチョウ、桜など複数)、建物、お墓、田んぼ、竹林が

あげられる。 

 

 

大久保神社の様子 
(平成 26 年 7 月 12 日撮影) 

巡廻中の「宿の祭ばやし」(神輿)の様子 
(平成 26 年 7 月 12 日撮影) 

宿の祭ばやしは、大久保神社を出発し、神輿に合わせて、祭囃子を奏でながら宿地区内を巡り、大久保神

社に到着する。 

大久保神社境内には、社頭の巨大なケヤキをはじめとする古ケヤキ林がみられるほか、本殿の東から北

へかけてはシロダモ、ネズミモチ、ツバキ、サカキ、ヒサカキ、モチ、ビナンカズラ、フユヅタ、キチジョ

ウソウ、ヤブラン、リュウノヒゲなど暖地性植物が茂る。 
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※1) ホロとよばれる 36 本の竹ひごに薄桃色の和紙をつけた笠を背負う子供のことをいう。 

写真 10.11-3 指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

(ほろ祭、古尾谷八幡神社) 

 

写真 10.11-4 指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

(平方祇園祭のどろいんきょ行事、八枝神社の境内ケヤキ・エノキ群) 

 

 

 

古尾谷八幡神社の様子 
(令和元年 11 月 29 日撮影) 

巡廻中のほろ祭(ホロショイッコ)の様子 
(平成 26 年 9 月 14 日撮影) 

ほろ祭は、古尾谷八幡神社で開催の儀が行われ、ホロショイッコ※1 が公民館を出発して、古谷八幡通り

を背負いかごの中の鈴を鳴らしながら練り足を踏み、古尾谷八幡神社、御旅所をめざす。 

古尾谷八幡神社社殿は、入母屋造、銅瓦棒葺(もと瓦葺)の本殿と拝殿を銅板平葺の幣殿で繋ぐ複合社殿

で簡素化された権現造となっている。古尾谷八幡神社は、荒川に近接しているが、事業実施区域から約 600m

離れており、堤防はほとんど視界に入らない。 

  

八枝神社の様子 
(平成 28 年 7 月 17 日撮影) 

どろいんきょ 荒川への川渡御の様子 
(平成 28 年 7 月 17 日撮影) 

平方祇園祭のどろいんきょ行事は、八枝神社を出発し、各般の神酒所を廻りどろいんきょが行われる。ど

ろいんきょの最中には、いんきょ御輿を荒川に川渡御を行ったり、御輿を山車にするなどの行事が行われ

る。 

八枝神社は県道 51 号線の開平橋付近で、事業実施区域から約 150m に位置している。境内には、巨木の

ケヤキやエノキ(ムクノキ)が生育し、社寺林を形成している。また、境内の建造物には、鳥居を入って右手

に手水社、社殿(拝殿・幣殿・覆殿)、小祀、左手に額堂、神楽殿がある。周辺は住宅地であるが、屋敷林等

も分布している。 
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写真 10.11-5 指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

(神山家煉瓦蔵・煉瓦塀) 

 

写真 10.11-6 指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

(橘神社の大ケヤキ、馬蹄寺のモクコク) 

 

  

神山家煉瓦蔵・煉瓦塀(東方向)の様子 
(平成 28 年 11 月 7 日撮影) 

神山家煉瓦蔵・煉瓦塀(西方向)の様子 
(平成 28 年 11 月 7 日撮影) 

当建設物は、煉瓦製造所の最盛期の大正時代に建築され、かつて近辺にあった平方煉瓦製造所の煉瓦を

使い建造されたものであり、イギリス積みである。周辺はかつて荒川の舟運で栄えた平方河岸であり、現在

でもわずかながら当時の面影をしのぶことができる。 

 
 

橘神社の大けやきの様子 
(平成 28 年 10 月 19 日撮影) 

馬蹄寺のモクコクの様子 
(平成 28 年 10 月 19 日撮影) 

橘神社の大けやきは、橘神社の神木で、昔から土地の人々に親しまれてきた巨木であり、上尾市天然記念

物に指定されている。大けやきは、神殿のすぐ北側にあり、境内の地表面から 50 ㎝ほど高く積み上げられ

た 3m 四方の土塁の上に立木し、周囲は透塀で囲まれている。 

馬蹄寺のモクコクは、幹周り約 2.6m の太い幹から四方へ 17 本の大枝が半径 7～8m に広がり、高さは約

12.5m、樹齢は 200 年以上と推定され、埼玉県史跡名勝天然記念物に指定されている。 

馬蹄寺は浄土真宗の名刹であり、参詣者は山門をくぐり、モクコクを右手に見て本堂に進むことになる

が、古刹といわれるごとく、広い境内を擁している。 
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写真 10.11-7 指定文化財等の特徴及び雰囲気を構成している要素の状況 

(老袋の万作、老袋の弓取式) 

  

下老袋氷川神社の様子 
(令和元年 11 月 29 日撮影) 

老袋の万作(万作踊り)の様子 
(平成 30 年 4 月 8 日撮影) 

下老袋氷川神社は、川越市の老袋地区下老袋に鎮座し、「軍勢氷川明神」をまつり、地元の下老袋をはじ

め、上老袋、中老袋、東本宿の氏神となっている。周辺は田畑に囲まれており、静かな境内である。 

老袋の万作は、下老袋氷川神社の春祈祷の日に、境内に舞台をかけて万作踊りや芝居が披露される。 

老袋の弓取式は、毎年 2月 11 日に下老袋の氷川神社境内で行われる行事である。 
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人と指定文化財等との関わりの状況 

人と指定文化財等との関わりの状況は、表 10.11-2 に示すとおりである。 

 

表 10.11-2(1) 人と指定文化財等との関わりの状況 

名称 人と指定文化財等との関わりの状況 

薬師堂のマキ 荒川の河川敷に所在する薬師堂のマキは、昭和 39 年 7 月 11 日にさいた
ま市(旧浦和市)指定の天然記念物となっている。 
農道からの入口には薬師堂のマキの標識(サイン)があり、薬師堂のマキ
の根本には案内板が設置されている。 
薬師堂のマキは、建物の敷地の一角にたち、参拝、見学が自由に可能な
状態となっている。 

宿の祭りばやし、大久保
神社 

大久保神社を起点に実施される宿の祭りばやしは、昭和 54 年 3月 29 日
にさいたま市(旧浦和市)指定の無形民俗文化財となっている。 
江戸時代末期、大宮方面から伝授されたとされる祭囃子で、地元では「ク
ワイ流」と呼んでいる。大太鼓(1)・小太鼓(2)・笛(1)・鉦(1)の 5 人か
らなるお囃子の演奏や、囃子にあわせて踊る舞いは、技術的にも優れて
おり、かつては、近在から習いに来たものも多く、今でもその技は、伝
統を崩すことなく受継がれている。 

ほろ祭り、古尾谷八幡神
社 

ほろ祭りは、ほろかけ祭りともいわれる、平安時代から続く少年の成長
と五穀豊穣を祝う行事で、平成 10 年 3 月 17 日に埼玉県指定の無形民俗
文化財となっている。 
ほろかけ祭りが行われる古尾谷八幡神社では、屋台もあり、子供たちを
始め多くの人たちで賑わいをみせている。 

平方祇園祭のどろいんき
ょ行事、八枝神社の境内
ケヤキ・エノキ群 

平方祇園祭のどろいんきょ行事は、7 月の海の日の前の日曜日に平方上
宿で行われる夏祭りで、平成 23 年 3 月 18 日に埼玉県指定の無形民俗文
化財となっている。平方上宿に鎮座する八枝神社を中心とする祭りで、
以前は平方の上宿・下宿・南・新田の 4地区合同の夏祭りとして行われ
ていた。この祭りでは神輿のほか、いんきょ神輿と呼ばれる装飾のない
白木の神輿が町内を渡御する。上宿の各班で出す神酒所を廻る形で神輿
の渡御が行われ、この神酒所の中の 5 カ所で「どろいんきょ」が行われ
る。八枝神社を出発し、各班の神酒所を周り、お山納めといって八枝神
社に戻る。この間にどろいんきょが行われ、どろいんきょの最中には、
いんきょ神輿を荒川に入れたり、いんきょ神輿を山車にするなどの行事
が行われる。 
八枝神社の創立は江戸時代の元禄年中(1688 から 1704)と伝えられ、古
くは牛頭天王社と称していた。正徳元(1712)年に社殿を再建し、大正 8
年に拝殿を新築、昭和初年に「平方八枝神社」と改称した。本社の境内
には、鳥居を入って右手に手水社、社殿(拝殿・幣殿・覆殿)、小祀、左
手に額堂、神楽殿があり、昭和 56 年 3 月 31 日に上尾市指定の天然記念
物となった「八枝神社の境内ケヤキ･エノキ群」が所在し、巨木のケヤ
キやエノキ(ムクノキ)が生育する社寺林がある。 

神山家煉瓦蔵・煉瓦塀 構造形式はイギリス積みと呼ばれる煉瓦組積造り二階建てであり、平成
14 年 3 月 28 日に上尾市指定の有形文化財(建造物)となっている。 
明治時代後期に創業し、地元産の煉瓦によって、また地元の職人によっ
て擬洋風ながら建造され、ほぼ完全な形で現存している点で、市内の近
代化遺産としてきわめて貴重なものといえる。 

橘神社の大ケヤキ 大ケヤキは神殿のすぐ北側にあり、境内の地表面から 50 ㎝ほど高く積
み上げられた 3m 四方の土塁の上に立木し、周囲は透塀で囲まれている。
中央の主たる幹は落雷のため上部を欠いているものの高さ 20m 余りで
ある。旧氷川神社のご神木として長い間住民の信仰の対象として敬慕さ
れていた。昭和 42 年 5 月 1 日に上尾市指定の天然記念物となっている。 
橘神社はもと平方村の氷川神社で、明治 41(1908)年の神社合祀の時に、
当時の村内 10 社が合併し、社名は土地の旧名「橘の里」から橘神社と
した。 

 



 

10.11-13 

表 10.11-2(2) 人と指定文化財等との関わりの状況 

名称 人と指定文化財等との関わりの状況 

馬蹄寺のモクコク 馬蹄寺は浄土真宗の名刹であり、昭和 7 年 3 月 31 日に埼玉県指定の天
然記念物となった「馬蹄寺のモクコク」が所在する。参詣者は山門をく
ぐり、モクコクを右手に見て本堂に進むことになるが、古刹といわれる
ごとく、広い境内を擁している。モクコクの下には、上尾市指定文化財
の鈴木荘丹俳諧歌碑もあり、ほかにも境内の石造仏など見るべきものの
多い寺院である。モクコクの案内看板が設置されている。 
モクコクは幹回り 2.57m の太い幹から四方へ 17 本の大枝が、半径 7～
8m に広がり、高さは約 12.5m、樹齢は 200 年以上と推定される。 

老袋の万作 4 月第 2 日曜日、下老袋氷川神社の春祈祷の日に、境内に舞台をかけて
万作踊りや芝居が披露される。下老袋氷川神社は、川越市の老袋地区下
老袋に鎮座し、「軍勢氷川明神」をまつり、地元の下老袋をはじめ、上
老袋、中老袋、東本宿の氏神となっている。万作には、手踊り・段物・
芝居・茶番狂言があるが、老袋ではいずれも伝承し、豊富な内容を誇っ
ている。明治 25 年頃が始まりと伝えられており、昭和 13 年頃までは盛
んに演じられていた。その後衰退したが、昭和 38 年に復活した。昭和
52 年 3 月 29 日に埼玉県指定の無形民俗文化財となっている。 

老袋の弓取式 毎年 2 月 11 日に下老袋の氷川神社境内で行われる行事であり、平成 8
年 3 月 19 日に埼玉県指定の無形民俗文化財となっている。昔は正月 11
日の行事であった。同社は、上老袋・中老袋・下老袋・東本宿の氏神で
ある。 
的に向かって 3 本ずつ 3回射るが、的の白い部分と黒い部分に当たった
矢の本数を数えて白が多いと晴天が多く、黒が多いときは雨が多いとい
われている。全ての矢を射終わると地元の人たちが矢や的を奪い合う。
矢を持ち帰ると、子供が丈夫に育つと言われている。 
また、境内では甘酒と豆腐田楽が振る舞われ、こちらもご相伴にあずか
ると一年間健康に過ごせると言われている。 

出典：「埼玉県内の指定文化財について」(埼玉県教育局生涯学習文化財課、令和元年 10 月閲覧) 

「さいたま市内指定・登録文化財一覧」(さいたま市教育委員会事務局生涯学習部文化財保護課、令和元年 

 10 月閲覧) 

「川越市の指定文化財」(川越市役所、令和元年 10 月閲覧) 

「上尾の指定･登録文化財一覧」(上尾市生涯学習課、令和元年 10 月閲覧) 
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埋蔵文化財包蔵地の範囲、現況等 

事業実施区域及びその周辺の埋蔵文化財包蔵地は表 10.11-3 及び図 10.11-3 に示すと

おりである。このうち、事業実施区域内には埋蔵文化財包蔵地の「外東遺跡」、「庚申塚」、

「天神山古墳」等が分布している。 

 

表 10.11-3(1) 事業実施区域及びその周辺の埋蔵文化財包蔵地 

市町 遺跡名 種別 時代 遺構・出土品 備考 

さいた

ま市 

宿宮前遺跡 集落跡 古墳(後)、奈良、平

安、中世 

土器   

宿宮前寺院跡 寺院跡 奈良・平安 瓦、土師器、須恵器   

宿の城 城館跡 中世 －   

大久保領家片町

遺跡 

集落跡 弥生後期、古墳(前・

後)、奈良、平安、中

世、近世 

土器   

道場寺院跡 寺院跡 弥生(後)、古墳(前･

後)、奈良、平安、中

世 

弥生土器、土師器、須恵器、

瓦、鉄製品、石製品、 

  

本村遺跡 集落跡 弥生(中･後)、古墳

(前･後)、奈良、平安、

中世 

弥生土器、土師器、須恵器、

石製品、土製品、瓦 

  

塚山古墳 古墳 古墳(後) －   

神明寺山古墳 古墳 古墳(後) 埴輪   

外東遺跡 集落跡 弥生(後)、古墳(前･

後)、奈良、平安 

弥生土器、土師器、須恵器、

埴輪、土製品 

  

庚申塚 塚 中世、近世 板石塔婆、瓦、陶磁器   

天神山古墳 古墳 古墳(後) －   

細沼屋敷 城館跡 鎌倉 弥生土器、土師器、須恵器、

陶磁器、鎧 

  

大久保 4号古墳 古墳 古墳(後) －   

宮田遺跡 集落跡 古墳(後)､奈良､平

安､中世 

土師器、須恵器、   

神田古墳跡 古墳 古墳(後) 土師器   

大久保領家遺跡 集落跡 弥生(後)､古墳(前)､

奈良､平安､中世､近

世 

弥生土器、土師器、須恵器、

陶磁器、鎧 

  

山王塚古墳跡 古墳 古墳(後) 土師器   

船塚古墳跡 古墳 古墳(後) 土師器   
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表 10.11-3(2) 事業実施区域及びその周辺の埋蔵文化財包蔵地 

市町 遺跡名 種別 時代 遺構・出土品 備考 

さいた

ま市 

埼大構内古墳 古墳 古墳(後) 石製品、玉   

大久保 3号古墳 古墳 古墳(後) －   

五関中島遺跡 集落跡 弥生(後)､古墳(前･

後)､奈良､平安､中世 

弥生土器、土師器、須恵器   

堤防下古墳跡 古墳 古墳(後) －   

観音塚古墳 古墳 古墳(後) －   

西金剛塚古墳跡 古墳 古墳(後) －   

下大久保新田遺

跡 

集落跡 弥生(後)､古墳(前･

後)、奈良、平安、中

世 

土師器   

大久保条里遺跡 条里 奈良、平安 土師器   

金剛塚古墳 古墳 古墳(後) －   

神田天神後遺跡 集落跡 弥生(後)､古墳(前･

後)、奈良、平安、中

世 

弥生土器、土師器、須恵器、

石製品、 

  

在家稲荷遺跡 集落跡 古墳(後)､奈良､平安 土師器、須恵器   

古貝戸遺跡 集落跡 古墳(前･後) 土師器、須恵器   

在家武低遺跡 集落跡 弥生(後) 弥生土器   

堤根遺跡 集落跡 弥生(後)､古墳(前･

後)､奈良､平安､中

世､近世 

弥生土器、土師器、須恵器   

塚本西耕地遺跡 集落跡 古墳(後) 土師器   

根切遺跡 

(C-1 号) 

集落跡・館

跡 

古墳・平安・鎌倉 古墳時代－鬼高、平安時代－

土師・須恵(館跡) 

  

C-2 号遺跡 散布地 平安 平安時代－土師器、須恵器   

中野林袋遺跡 

(C-4 号) 

集落跡 平安 平安－土師、須恵   

原遺跡 

(C-6 号) 

集落跡 旧石器・縄文(早・前・

中・後)・弥生(後)・

古墳(前・後)・奈良・

平安 

旧石器－ナイフ、尖頭器、フ

レイク、縄文早期－撚糸文、

押型文、田戸下層、茅山、・

前期－黒浜諸磯ａ～ｃ 

  

C-25 号遺跡 散布地 縄文(中・後) 縄文土器片   

C-26 号遺跡 散布地 旧石器・縄文(早)・古

墳(前) 

古墳時代前期－五領   

C-27 号遺跡 散布地 縄文(中)・古墳 －   

辻遺跡 

(C-28 号) 

散布地 縄文(中)・古墳 縄文中期－加曽利 EⅡ、古墳

－土壙墓 

  

中釘陣屋 

(C-29 号) 

城館跡 江戸 －   

C-30 号遺跡 散布地 平安 －   

金子山城(高野陣

屋)(C-34 号) 

城館跡・散

布地 

縄文・中世 縄文土器   

C-35 号遺跡 散布地 縄文(早・中)・古墳 縄文時代早期、縄文時代中期

－加曽利 E、古墳時代－土師

器 

  

C-36 号遺跡 塚・散布地 縄文(中) －   

滝沼遺跡 

(C-37 号) 

集落跡 縄文(早・中・後)・弥

生(後)・古墳(前・

後)・平安 

縄文早期－条痕、縄文前期－

関山、十三菩提、縄文中期－

勝坂、加曽利 E、縄文後期－堀

之内 

  

C-40 号遺跡 塚・散布地 古墳 －   

C-41 号遺跡 散布地 縄文(早) －   
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表 10.11-3(3) 事業実施区域及びその周辺の埋蔵文化財包蔵地 

市町 遺跡名 種別 時代 遺構・出土品 備考 

さいた

ま市 

C-42 号遺跡 貝塚・散布

地 

縄文(前・中)・平安 縄文時代前期－土器片 2 片、

縄文時代中期－土器片 9 片、

平安時代－土師器 6 片・須恵

器 1片 

  

C-43 号遺跡 貝塚 縄文(前) 縄文時代前期   

C-44 号遺跡 散布地 縄文・平安 縄文時代、平安時代－土師器、

須恵器 

  

C-45 号遺跡 塚 時期不明 塚、2基(H、3m)   

C-46 号遺跡 散布地 縄文(後) 縄文後期－土師器 2 片、他 2

片 

  

琵琶島貝塚（新屋

敷貝塚、下郷貝塚

を含む） 

(C-47 号) 

貝塚・集落

跡・古墳 

縄文(早・前)・古墳

(後) 

縄文時代早期－茅山、縄文時

代前期－関山(住居跡、貝層、

主淡)、古墳時代後期－須恵器 

  

琵琶島古墳 

(C-48 号) 

散布地 縄文(早)・古墳(後)・

江戸 

縄文時代早期－茅山、古墳時

代後期、江戸時代－タタラ 

  

指扇下戸遺跡 

(C-49 号) 

散布地 縄文(早前中後) 縄文早期－茅山、縄文前期－

関山、諸磯 C、縄文中期－加曽

利Ｅ、縄文後期－称名寺・堀

之内、鎌倉以降－素焼 

  

大丸山遺跡 

(C-50 号) 

集落跡 縄文(草～後) 縄文草創期－爪形文、縄文早

期－井草、押型文、田戸下層、

茅山、縄文前期－諸磯、縄文

中期－加曽利 E 

  

五味貝戸貝塚（指

扇貝塚） 

(C-51 号) 

貝塚・集落

跡 

縄文(早～中) 縄文時代早期－条痕文、茅山

(炉穴、貝塚、主淡)、縄文前

期－関山、黒浜、縄文中期－

阿玉台、勝坂、加曽利 E 

  

指扇井戸尻遺跡 

(C-52 号) 

散布地 縄文・古墳 縄文時代、古墳時代－土師器   

永田陣屋跡(伊奈

陣屋跡) 

(C-53 号) 

館跡 江戸 江戸時代(正方形堀、東西

96.2、南北 83.5) 

  

C-54 号遺跡 散布地 奈良・平安 須恵器－奈良～平安   

C-55 号遺跡 散布地 奈良・平安 奈良、平安時代－土師器・須

恵器(回転糸切り底の杯) 

  

C-56 号遺跡 散布地 縄文・奈良・平安 縄文時代、奈良時代、平安時

代 

  

指扇向遺跡 

(C-71 号) 

塚・集落跡 縄文・中世～近世 塚(L:20m、H:2m)   

C-72 号遺跡 散布地 平安 平安時代－土師器 3片   

C-73 号遺跡 散布地 縄文(早)・古墳 縄文時代早期－条痕文 2 片、

その他 5 片、古墳時代－土師

器 2片 

  

C-74 号遺跡 散布地 平安 平安以降－土師器(3 片)、須

恵器(2 片)、陶器(2 片) 

  

C-76 号遺跡 散布地 平安 平安時代以降－土師器(4

片)、その他(10 片)、チャート

(1 点) 

  

C-77 号遺跡 塚 時期不明 塚   

C-101 号遺跡 散布地 縄文 縄文時代－縄文土器片   

C-103 号遺跡 散布地 縄文 縄文時代－焼土跡、縄文土器

片 

  

C-104 号遺跡 散布地 縄文(早) 縄文時代－土器片   
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表 10.11-3(4) 事業実施区域及びその周辺の埋蔵文化財包蔵地 

市町 遺跡名 種別 時代 遺構・出土品 備考 
さいた
ま市 

C-105 号遺跡 散布地 縄文(中) 縄文時代－縄文土器片   

C-106 号遺跡 散布地 縄文・古墳 縄文時代、古墳時代－土師器   

C-108 号遺跡 集落跡 平安・中世 平安時代(国分、住居跡 8 軒)
－土師器、須恵器(蓋、坏) 

  

西遊馬宿遺跡 
(C-110 号) 

集落跡・散
布地 

古墳(後) 土師器   

土屋下遺跡 
(C-111 号) 

集落跡・散
布地 

弥生(後)・古墳(前・
後)・平安 

古墳時代後期～平安時代－住
居跡・溝 
土師、須恵器の土器片 

  

金谷遺跡 
(C-112 号) 

集落跡 古墳(後)・奈良・平
安・中世 

古墳時代後期～平安時代－住
居跡・溝 
土師、須恵器の土器片 

  

峰岸北遺跡 
(C-113 号) 

集落跡 縄文(前)・古墳(前) 縄文時代前期－土器、古墳時
代前期－住居跡・土器 

  

浅間山古墳 
(C-6a) 

塚 古墳(後) 古墳後期－埴輪(円墳 H4.0m、
L10m) 

  

慈眼寺脇古墳 
(C-6b) 

古墳 古墳(後) －   

慈眼寺裏古墳 
(C-6c) 

古墳 古墳(後) 古墳後期－(円墳 H2.5m、
L25m) 

  

小山稲荷古墳 
(C-6d) 

古墳 古墳(後) 古墳後期－(円墳 H3.5m、
L4.0m) 

  

原稲荷古墳 
(C-6e) 

古墳 古墳(前・後) 古墳時代(円墳 H3.5m、L40m)
－五領 

  

山王塚古墳 
(C-6f) 

古墳 古墳(後) 古墳後期－円墳、石室材の縁
泥片岩残存、直刀、埴輪 

  

水判土遺跡 
(C-6h) 

散布地 縄文(早)・弥生(後)・
古墳(前・後) 

縄文早期－夏島、田戸下層、
茅山石匙、弥生後期－前野町、
古墳前期－和泉 

  

C-6i 号遺跡 散布地 縄文・弥生(後)・古墳
(前)・奈良・平安 

縄文時代、弥生後期－前野町
式、古墳前期－五領式、奈良、
平安 

  

水判土館跡（水判
土城跡） 
(C-6l) 

城館跡 平安・中世 平安－国分   

上尾市 八幡Ⅰ遺跡 集落跡 縄文 土器片   

平方丸山遺跡 集落跡 縄文、古墳 住宅跡断面、土器・石器   

小塚Ⅰ遺跡 集落跡 縄文、弥生 住宅跡断面 5 軒、土器片   

箕輪Ⅱ遺跡 集落跡 縄文、弥生、古墳 住居跡 1・土壙 1・ピット 18・
溝 1、土器片・土錘・首飾・木
製品 

  

宿北Ⅲ遺跡 集落跡 縄文 土器片   

平方石井戸遺跡 集落跡 古墳 土器片   

宿北Ⅴ遺跡 集落跡 縄文 土器片   

箕輪Ⅰ遺跡 先土器・集
落跡 

旧石器、縄文、弥生、
鎌倉、南北朝、室町、
戦国、江戸 

住居跡 1・杭 4、土器片・先土
器時代－石器 

  

雨沼遺跡 集落跡 縄文 土器片   

雨沼遺跡 集落跡 縄文 土器片   

雨沼Ⅰ遺跡 先土器・集
落跡 

旧石器、縄文、弥生、
鎌倉、南北朝、室町、
戦国、江戸 

住居跡 32・土壙 14・ピット
158・溝 8・堀 1、先土器時代
－石器・土器片・石器・古銭 
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表 10.11-3(5) 事業実施区域及びその周辺の埋蔵文化財包蔵地 

市町 遺跡名 種別 時代 遺構・出土品 備考 

上尾市 平方南遺跡 集落跡 縄文 土器片   

平方貝塚 貝塚 縄文 貝塚、土器片、縄文早～前期

－土器・石器・貝殻 

  

上尾市稲荷台遺

跡 

集落跡 縄文、弥生 －   

稲荷台耕地遺跡 集落跡 縄文、弥生 土器片   

薬師耕地前遺跡 集落跡 縄文、弥生、古墳 土器片・石器・鉄器・ガラス

小玉・管玉 

  

薬師前遺跡 集落跡 縄文 土器片   

寺下Ⅰ遺跡 集落跡 縄文 土器片   

本村前遺跡 集落跡 縄文 土器片   

富士遺跡 集落跡 縄文 土器片   

東中遺跡 集落跡 縄文 土器片   

小塚遺跡 集落跡 古墳 住居跡、土器片   

小塚Ⅱ遺跡 その他(散

布地) 

縄文 焼土跡、土器片(撚糸文系土

器)・ナイフ型土器 

  

太夫遺跡 集落跡 縄文 土器片(諸磯式)   

上野本郷東遺跡 集落跡 縄文 土器片   

東谷Ⅰ遺跡 集落跡 縄文 土器片   

東谷Ⅱ遺跡 集落跡 縄文 土器片   

宿北Ⅱ遺跡 貝塚・集落

跡 

縄文、古墳、鎌倉、南

北朝、室町、戦国、江

戸 

土器片・石器・首飾・古銭   

平方石井戸Ⅰ遺

跡 

集落跡 縄文 土器片   

在家遺跡 先土器・集

落跡 

縄文、古墳、鎌倉、南

北朝、室町、戦国、江

戸不明 

石器(先土器・縄文)・土器片・

古銭・陶器 

  

畔吉貝塚 貝塚 縄文、古墳 土器片   

宿北Ⅰ遺跡 集落跡 縄文、弥生、古墳 溝 1、土器片・石鏃・流木   

西中遺跡 集落跡 縄文 土器片   

天沼遺跡 先土器・集

落跡 

旧石器、縄文、弥生、

古墳、鎌倉南北朝、室

町、戦国、江戸 

土壙 7・ファイアーピット 4(1

次)・土壙 4(2 次)・住居跡 6・

土壙 12(3 次)、先土器時代－

石器・土器片・石器(1～3次) 

  

箕輪Ⅲ遺跡 集落跡 古墳 土器片   

宿北遺跡 その他(散

布地) 

縄文 土器片   

太夫Ⅱ遺跡 集落跡 縄文 土器片   

箕輪Ⅳ遺跡 集落跡 縄文 土器片   

雨沼Ⅲ遺跡 集落跡 縄文 土器片   

雨沼Ⅱ遺跡 集落跡 縄文、古墳、江戸 土器片   

平方南Ⅰ遺跡 集落跡 縄文、古墳、江戸 土器片   

富士Ⅰ遺跡 その他(散

布地) 

縄文、江戸 土器片   

久保遺跡 その他(散

布地) 

縄文 土器片   

上野本郷前遺跡 集落跡 縄文、古墳 土器片   

上野本郷前Ⅰ遺

跡 

集落跡 縄文 土器片   

房内遺跡 その他(散

布地) 

古墳 土器片   
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表 10.11-3(6) 事業実施区域及びその周辺の埋蔵文化財包蔵地 

市町 遺跡名 種別 時代 遺構・出土品 備考 

上尾市 上野本郷東Ⅱ遺

跡 

その他(散

布地) 

縄文 土器片   

東谷遺跡 集落跡 縄文 土器片(縄文式土器)   

志木市 関根兵庫館跡 城跡 戦国 -   

富士見

市 

難波田市館跡 城館跡・寺

院跡・集落

跡 

弥生(後)・古墳(前)・

鎌倉・南北朝・室町・

戦国・江戸 

鎌倉～戦国時代－城跡、堀、

郭、橋脚、弥生時代後期～古

墳時代前期－溝跡 

中心部分

約 4 割が

県指定旧

跡 

川越市 灌頂院遺跡 寺院跡、そ

の他 

南北朝・室町・戦国 － 塚 

善仲寺館跡 その他 鎌倉・室町 － 城館跡 

蓮沼遺跡 その他 縄文 － 包蔵地 

下町遺跡 散布地 奈良・平安 －  

道下 B遺跡 散布地 奈良・平安 －  

道下 C遺跡 散布地 奈良・平安 －  

下町 A遺跡 散布地 奈良・平安 －  

下町 B遺跡 散布地 奈良・平安 －  

出典：「埼玉県埋蔵文化財インフォメーションシステム(埼玉県全域地図)」 
(埼玉県教育委員会、令和元年 11 月閲覧) 

「さいたま市地図情報(さいたま市遺跡地図)」(さいたま市、令和元年 11 月閲覧) 
「川越市の埋蔵文化財に関する資料」(川越市文化財保護課資料) 
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図 10.11-3 埋蔵文化財包蔵地の位置 
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事業実施区域及びその周辺の県選定重要遺跡は表 10.11-4 及び図 10.11-4 に示すとお

りである。このうち、事業実施区域には県選定重要遺跡の「大久保古墳群」が分布してい

る。 

 

表 10.11-4 事業実施区域及びその周辺の県選定重要遺跡 

番号 市町 種別 名称 所在地 選定年月日 

1 さいたま市 貝塚 五味貝戸貝塚 指扇井戸尻 610 ほか 昭和 44 年 10 月 1 日 

2 城館跡 永田陣屋跡 土屋 5ほか 昭和 44 年 10 月 1 日 

3 古墳群 大久保古墳群 白鍬字木畔 519 ほか 昭和 44 年 10 月 1 日 

4 上尾市 貝塚 平方貝塚 平方字南 767 ほか 昭和 51 年 10 月 1 日 

5 集落跡 畔吉遺跡 畔吉字八幡 486 ほか 昭和 51 年 10 月 1 日 

出典：「埼玉県内の指定文化財について」（埼玉県教育局生涯学習文化財課、令和元年 10 月閲覧） 
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図中の番号は表 10.11-4 に対応する。 

図 10.11-4 県選定重要遺跡の位置 
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埋蔵文化財の種類、価値等 

事業実施区域内に位置する県選定重要遺跡の概要は表 10.11-5 に、埋蔵文化財包蔵地の

遺構・出土品等は表 10.11-6 に示すとおりである。 

 

表 10.11-5 事業実施区域内の県選定重要遺跡の概要 

市町 名称 種別 選定年月日 概要 

さいたま市 大久保古墳群 古墳群 昭和 44 年 10 月 1 日 荒川の支流鴨川流域の大久保、

白鍬地区に分布する 9基の古墳

(5 基はさいたま市指定史跡) 

出典：「埼玉県内の指定文化財について」(埼玉県教育局生涯学習文化財課、令和元年 10 月閲覧) 

 

表 10.11-6 事業実施区域内の埋蔵文化財の遺構・出土品等 

市町 遺跡名 種別 時代 遺構・出土品 

さいた

ま市 

外東遺跡 集落跡 弥生(後)、古墳(前･後)、

奈良、平安 

弥生土器、土師器、須恵器、

埴輪、土製品 

庚申塚 塚 中世、近世 板石塔婆、瓦、陶磁器 

天神山古墳 古墳 古墳(後) － 

五関中島遺跡 集落跡 弥生(後)､古墳(前･後)､

奈良､平安､中世 

弥生土器、土師器、須恵器 

堤防下古墳跡 古墳 古墳(後) － 

観音塚古墳 古墳 古墳(後) － 

大久保条里遺跡 条里 奈良、平安 土師器 

神田天神後遺跡 集落跡 弥生(後)､古墳(前･後)、

奈良、平安、中世 

弥生土器、土師器、須恵器、

石製品、 

堤根遺跡 集落跡 弥生(後)､古墳(前･後)､

奈良､平安､中世､近世 

弥生土器、土師器、須恵器 

上尾市 

平方貝塚 貝塚 縄文 貝塚、土器片、縄文早～前期

－土器・石器・貝殻 

上尾市稲荷台遺跡 集落跡 縄文、弥生 － 

出典：「埼玉県埋蔵文化財インフォメーションシステム(埼玉県全域地図)」 
(埼玉県教育委員会、令和元年 11 月閲覧) 

「さいたま市地図情報（さいたま市遺跡地図）」(さいたま市、令和元年 11 月閲覧) 
 

その他の予測・評価に必要な事項 

 ① 土地利用の状況 

周辺の土地利用の状況は、「第 3 章地域特性 3.1 社会的状況 3.1.2 土地利用の状況」

に示すとおりである。 
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10.11.2 予測 

土地又は工作物の存在・供用に伴う影響 

調節池の存在・供用に伴う指定文化財等への影響の程度 

 ① 予測内容 

調節池の存在・供用による指定文化財等への直接改変の程度を予測した。 

 

 ② 予測方法 

事業計画と指定文化財等の位置の重ね合わせにより予測した。 

 

 ③ 予測地域・地点 

予測地域・地点は、調査地域・地点に準じた。 

 

 ④ 予測対象時期等 

工事が完了した時期とした。 

 

 ⑤ 予測結果 

事業計画と指定文化財等の重ね合わせによる予測結果は、図 10.11-5 に示すとおりであ

る。 

重ね合わせの結果、事業実施区域南部に位置する、さいたま市指定の天然記念物である

「薬師堂のマキ」は改変されないことから、調節池の存在・供用による指定文化財等への

影響はないと予測される。 
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図 10.11-5 事業計画と指定文化財等の重ね合わせ結果 
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調節池の存在・供用に伴う指定文化財等の周辺環境及び利用環境の変化の程度 

 ① 予測内容 

調節池の存在・供用による指定文化財等の周辺の雰囲気を規定していると考えられる要

素の状況の変化を予測した。 

 

 ② 予測方法 

「10.7 植物」等の予測結果を踏まえて、類似事例の引用・解析等により、指定文化財等

の周辺の雰囲気を規定していると考えられる要素の状況の変化を予測した。 

 

 ③ 予測地域・地点 

予測地域・地点は、調査地域・地点に準じた。 

 

 ④ 予測対象時期等 

工事が完了した時期とした。 

 

 ⑤ 予測結果 

改変区域の周辺では、さいたま市指定の天然記念物である「薬師堂のマキ」が存在する

が、改変区域から 200m 以上離れており薬師堂のマキ周辺も改変されない。また、「10.6 植

物」の予測結果から、事業実施区域内の緑の量に大きな変化はなく、周辺の雰囲気を規定

していると考えられる要素の状況に変化はないことから、調節池の存在・供用に伴う周辺

環境の変化の程度について、影響は小さいと予測される。 
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調節池の存在・供用に伴う埋蔵文化財包蔵地の改変の程度 

 ① 予測内容 

調節池の存在・供用による埋蔵文化財包蔵地への直接改変の程度を予測した。 

 

 ② 予測方法 

事業計画と埋蔵文化財包蔵地の位置の重ね合わせにより予測した。 

 

 ③ 予測地域・地点 

予測地域・地点は、調査地域・地点に準じた。 

 

 ④ 予測対象時期等 

工事が完了した時期とした。 

 

 ⑤ 予測結果 

事業計画と埋蔵文化財包蔵地や県選定重要遺跡の重ね合わせによる予測結果は、図 

10.11 6、図 10.11 7 に示すとおりである。 

重ね合わせの結果、池内水路及び囲繞堤により埋蔵文化財包蔵地の一部が改変されるた

め、調節池の存在・供用に伴う埋蔵文化財包蔵地について、影響が生じる可能性があると

予測される。 

県設定重要遺跡については、直接改変はないと予測される。 

なお、工事の実施により埋蔵文化財が確認された場合には、埼玉県教育局文化資源課と

文化財保護法に基づく協議を行い、指導に従うこととする。 
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図 10.11-6 事業計画と埋蔵文化財包蔵地の重ね合わせ結果 
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図 10.11-7 事業計画と県選定重要遺跡の重ね合わせ結果 
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10.11.3 評価 

土地又は工作物の存在・供用に伴う影響 

評価方法 

 ① 回避・低減の観点 

土地又は工作物の存在・供用に伴う史跡・文化財への影響が、事業者により実行可能な

範囲内でできる限り回避され、又は低減されているかどうかについて評価した。 

 

評価結果 

 ① 回避・低減の観点 

予測の結果、調節池の存在・供用に伴う指定文化財等への影響及び県選定重要遺跡への

影響はないと予測され、指定文化財等の周辺環境及び利用環境への影響は小さいと予測さ

れた。 

一方で、埋蔵文化財包蔵地については、影響が生じる可能性があると予測された。ただ

し、表 10.11-7 に示す環境の保全のための措置として、「試掘調査又は工事の実施により

埋蔵文化財が確認された場合には、埼玉県教育局文化資源課と文化財保護法に基づく協議

を行い、指導に従う」と講じることで、調節池の存在・供用に伴う埋蔵文化財包蔵地への

影響の低減に努める。 

また、調節池の存在・供用に伴う指定文化財等の周辺環境及び利用環境の変化の程度に

ついては、影響は小さいと予測された。 

以上のことから、土地又は工作物の存在・供用に伴う史跡・文化財への影響は、事業者

により実行可能な範囲内でできる限り回避・低減が図られていると評価する。 

 

表 10.11-7 環境の保全のための措置 

影響要因 影響 検討の視点 項目 環境の保全のための措置 措置の区分 

調節池の存
在・供用 

埋 蔵 文 化
財 包 蔵 地
の 直 接 的
改変 

影響の解消 ― 

・試掘調査又は工事の実施により
埋蔵文化財が確認された場合
には、埼玉県教育局文化資源課
と文化財保護法に基づく協議
を行い、指導に従う。 

低減 
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10.12 廃棄物等 

10.12.1 調査 

工事の実施に伴い、廃棄物等の影響が想定されることから、廃棄物等に係る既存資料調

査を行った。 

 

(1) 調査内容 

地域における廃棄物等に係る公的な計画の有無とその内容 

事業実施区域及びその周辺における廃棄物等に係る公的な計画とその内容を調査した。 

 

地域における廃棄物処理施設等の整備状況 

事業実施区域及びその周辺に分布する廃棄物処理施設等の整備状況を調査した。 

 

地域における廃棄物等の排出抑制、再使用及び再生利用の取組等 

事業実施区域及びその周辺における廃棄物等の排出抑制、再使用及び再生利用の取組等

を調査した。 

 

(2) 調査方法 

地域における廃棄物等に係る公的な計画の有無とその内容 

事業実施区域周辺の市町の「一般廃棄物処理基本計画」、「建設リサイクル推進計画 2015

（関東地域版）」等により把握した。 

 

地域における廃棄物処理施設等の整備状況 

事業実施区域周辺の市町の「一般廃棄物処理基本計画」等により把握した。 

 

地域における廃棄物等の排出抑制、再使用及び再生利用の取組等 

事業実施区域周辺の市町の「一般廃棄物処理基本計画」、「建設リサイクル推進計画 2015

（関東地域版）」等により把握した。 

 

(3) 調査地域・地点 

調査地域は、事業実施区域及びその周辺とした。 

 

(4) 調査期間・頻度 

調査期間・頻度は、最新の資料とした。 
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(5) 調査結果 

地域における廃棄物等に係る公的な計画の有無とその内容 

一般廃棄物 

一般廃棄物については、事業実施区域及びその周辺の市町において「廃棄物の処理及び

清掃に関する法律」（昭和 45 年 12 月 25 日法律第 137 号）第 6 条第 1項に基づき「一般廃

棄物処理基本計画」が策定されている。策定状況及び廃棄物の排出量等に関する数値目標

等は表 10.12-1 に示すとおりである。 

 

表 10.12-1(1) 一般廃棄物処理基本計画の策定状況及び数値目標等 

行政区 
計画策定 

･改定年度 

計画期間 

（年間） 
基本目標・基本理念 数値目標 

さいたま

市 

H29 H30～H39 年度 

（10 年間） 

ともに取り組み、参加する 

めぐるまち（循環型都市）

“さいたま”の創造 

目標 1:市民 1 人 1日あたりの総排出量 

891g/人･日(H28)→827g/人･日以下(H39)(-

7.2%) 

目標 2:市民 1 人 1 日あたりの家庭系ごみ排出

量 

516g/人･日(H28)→456g/人･日以下(H39)(-

11.6%) 

目標 3：最終処分比率 

3.6%(H28)→3.1%以下(H39) 

川越市 H27 H28～H42 年度 

（15 年間） 

資源の循環的な利用を促進

し、ごみを減らした美しい

まち川越を実現します 

～ 循環型社会の構築～ 

・ごみ年間排出量 

114,211t(H24)→105,816t(H42) 

・1 人 1日当たりのごみ排出量 

904g/人･日(H24)→855g/人･日以下(H42) (-

5.4%) 

・家庭系 1人 1日当たりの排出量 

519g/ 人 ･ 日 (H24) → 466g/ 人 ･ 日 (H42)(-

10.2%) 

・リサイクル率 

24.8%(H24)→35%以上(H42) 

・最終処分量 

3,157t(H24)→1,000t 以下(H42) 

上尾市 H27 H28～H37 年度 

（10 年間） 

みんなで実現 ごみを減ら

して資源を循環させるまち 

・1人 1日あたりの家庭系ごみ可燃物 

545g/人･日(H26)→525g/人･日(H37)(-3.7%) 

・家庭系可燃物 

45,332t(H26)→42,531t(H37) (-6.2%) 

・事業系ごみ可燃物 

14,000t(H26)→8,776t(H37)(-37.3%) 

・可燃ごみの総排出量 

59,331t(H26)→51,307t(H37)(-13.5%) 

志木市 H24 H25～H34 

（10 年間） 

循環型社会（持続的発展可

能な社会）の実現 

・総排出量 

21,585t(H23)→H23 実績以下に抑制(H34) 

・【家庭系】1人 1日当たりのごみ排出量 

563g/人･日(H23)→530g/人･日(H34)(-6%) 

・【事業系】ごみ排出量 

3,130t(H23)→H23 実績以下に抑制(H34) 

・リサイクル率 

26%(H23)→30%(H34) 
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表 10.12-1(2) 一般廃棄物処理基本計画の策定状況及び数値目標等 

行政区 
計画策定 

･改定年度 

計画期間 

（年間） 
基本目標・基本理念 数値目標 

富士見市 H28 H28～H32 

（5 年間） 

低炭素化社会の実現に向け

た資源をムダにしない環境

にやさしい循環型社会 

(1)全体の目標 

・ごみの総排出量 

30,113t(H25)→28,741t(H32)(-4.6%) 

・資源回収量 

6,298t(H25)→6,585t(H32)(+4.6%) 

・資源化率 

21.0%(H25)→22.9%(H32) 

(2)一般廃棄物の削減目標 

【家庭系ごみ】 

・1人 1日あたりのごみの量 

611g/人･日(H25)→542g/人･日(H32)(-3.7%) 

・ごみの排出量（家庭系） 

24,156t(H25)→21,987t(H32)(-9.0%) 

【事業系ごみ】 

・ごみの排出量（事業系） 

4,345t(H25)→4,990t(H32)(+14.8%) 

(3)資源回収の目標 

【資源ごみ回収】 

・資源回収量 

4,685t(H25)→4,821t(H32)(+2.9%) 

【集団資源回収】 

・集団資源回収量 

1,612t(H25)→1,764t(H32)(+9.4%) 

川島町 H26 H27～H41 

（15 年間） 

地域における循環型社会の

形成を推進し、豊かな自然

環境と安全・快適な生活環

境を未来に伝えます。 

・ごみの総排出量 

8,793t(H25)→7,914t(H41)(-10%) 

・最終処分量 

110t(H25)→87t(H41)(-21%) 

・リサイクル率 

29.2%(H25)→30%以上(H41) 

出典：「第 4 次さいたま市一般廃棄物処理基本計画」（さいたま市、平成 30 年 3 月） 
「川越市一般廃棄物処理基本計画『ごみ処理基本計画』編」（川越市、平成 28 年 3 月） 
「上尾市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」（上尾市、平成 28 年 3 月） 
「志木市一般廃棄物処理基本計画（平成 25 年度～平成 34 年度）」（志木市、平成 25 年 3 月） 
「富士見市一般廃棄物処理基本計画 第２次計画改訂版（平成 28 年度～平成 32 年度）」（富士見市、平成 28 年 4 月） 
「輪中の郷 環境総合計画〈環境基本計画・一般廃棄物処理基本計画〉」（川島町、平成 27 年 3 月） 
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建設副産物 

建設副産物については、関東地方建設副産物再利用方策等連絡協議会により「建設リサ

イクル推進計画 2015（関東地域版）」が策定されている。推進計画により設定された建設

副産物に関する目標値等は表 10.12-2 に示すとおりである。 

 

表 10.12-2  建設リサイクル推進計画 2015（関東地域版）の目標値 

対象品目 指標 

実績値 

（H24 年度） 

（％） 

目標値 

（H30 年度） 

（％） 

増減 

（％） 

アスファルト・コンク

リート塊 再資源化率 
99.7 99 以上 維持 

コンクリート塊 99.5 99 以上 維持 

建設発生木材 
再資源化・縮減率 

95.8 95 以上 維持 

建設汚泥 81.9 90 以上 +8.1 

建設混合廃棄物 
排出率 4.6 4.0 以下 -0.6 

再資源化・縮減率 72.1 75 以上 -2.9 

建設発生土 建設発生土有効利用率 － 80 以上 － 

建設廃棄物全体 再資源化・縮減率 95.4 96 以上 +0.6 
注 1）排出率：建設混合廃棄物場外搬出量／全建設廃棄物場外搬出量 

注 2）再資源化・縮減率：（再資源化施設再利用量＋減量化量）／建設混合廃棄物場外搬出量 

注 3）建設発生土の H30 目標値は「内陸受入地の中で適正に盛土された量」を見込んでいる。 

出典：「建設リサイクル推進計画 2015（関東地域版）」（関東地方建設副産物再利用方策等連絡協議会、平成 27 年 7 月） 
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地域における廃棄物処理施設等の整備状況 

事業実施区域及びその周辺における廃棄物処理施設は、表 10.12-3に示すとおりである。 

 

表 10.12-3(1) 事業実施区域及びその周辺の廃棄物処理施設(一般廃棄物) 

市町 施設名称 所在地 施設概要 

さいたま市 西部環境センター さいたま市西区大字

宝来 52 番地 1 

【ごみ焼却施設】 

・焼却能力：300t／24h（100t／24h×3 基） 

・焼却炉形式：全連続燃焼ストーカ式 

【粗大ごみ処理設備】 

・破砕能力：75t／5h 

・破砕形式：横形衝撃剪断併用回転式 

・選別種類：4種選別（磁性物、アルミ類、不燃

物、可燃物） 

【灰溶融設備】 

・灰溶融炉：75t／24h（3 相アーク式円形炉） 

上尾市 西貝塚環境センター 上尾市大字西貝塚

35 番地 1 

【焼却処理施設】 

・処理能力：300t／24H（100t／24H×3 基） 

・処理方法：全連続燃焼式 

【破砕処理施設】 

・処理能力：70t／5H 

・処理方法：前破砕用 回転剪断式破砕機 

後破砕用 縦型回転式破砕機 

【ペットボトル結束施設】 

・処理能力：2.5t／5H 

・処理方法：手選別、ペットプレス機 油圧

250KN 
出典：「第 4 次さいたま市一般廃棄物処理基本計画」（さいたま市、平成 30 年 3 月） 

「上尾市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」（上尾市、平成 28 年 3 月） 
「西部環境センターの紹介」（さいたま市環境局施設部、令和元年 11 月閲覧） 
「ごみ処理施設の概要」（上尾市西貝塚環境センター、令和元年 11 月閲覧） 
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表 10.12-3(2) 事業実施区域及びその周辺の廃棄物処理施設(産業廃棄物(中間処分業)) 

業者名 事業場所在地 処理できる産業廃棄物の種類 

株式会社 エコ計画 さいたま市桜区田島 8丁目 800 番 1 他 1 筆 燃え殻、汚泥、動植物残 

大宮生コン 株式会社 
さいたま市北区吉野町 2丁目 1375 番 他 16

筆 
がれき類 

株式会社 加々美 さいたま市大宮区三橋 2丁目 458 番 他 3筆 がれき類 

株式会社 タカダ・トランスポー

トサービス 

さいたま市北区吉野町 2丁目 246 番 2 他 1

筆 

廃プラ、紙くず、木くず、繊

維くず、金属くず、ガラスく

ず 

株式会社 パワーりめいく さいたま市北区今羽町 88-6 他 1 筆 汚泥 

大宮アスコン 株式会社 さいたま市西区三橋 6丁目 70 番 1 他 17 筆 がれき類 

株式会社 ウチダ 上尾市大字領家字中井 1119 番 1 他 16 筆 

紙くず、木くず、繊維くず、ゴ

ムくず、金属くず、ガラ陶、が

れき類 

株式会社 環美 上尾市大字領家字山下 1164 番 1 他 1 筆 汚泥、廃油、廃プラ 

那須建設 株式会社 上尾市大字領家字丸山 60 番の 1 他 1筆 がれき類 

丸裕 有限会社 上尾市大字領家字荒沢 1344 番 他 1筆 汚泥、動植物残 

株式会社 島村工業 川島町大字釘無字寺田 274 番 1 他 15 筆 がれき類 

株式会社 セイセイ処理興業 
川島町大字下小見野字宮ノ町 771 番の一部 

他 1筆 
汚泥、廃酸、廃アルカリ 

東亜道路工業 株式会社 
川越市大字下赤坂字大バケ上元南大塚分 1817

番 1 の一部 他 2筆 
がれき類 

木村建材工業 株式会社 川越市大字中福字鬼窪 917 番 1 他 22 筆 
木くず、ガラ陶、がれき類、

廃プラ、紙くず、繊維くず 

株式会社 田端工業 川越市大字下小坂字五反田 774 番 他 1筆 がれき類 

株式会社 ホートー 川越市下赤坂 1800 番地 3(造粒固化：移動式) 汚泥 

リサイディアコーポレーション 

株式会社 

川越市大字下赤坂字延丑野元大塚新田分 678

番 2 他 1 筆 
木くず、廃プラ 

株式会社 山一商事 
川越市大字下赤坂字大バケ上元南大塚分 1811

番 1 他 5 筆 

汚泥、廃油、廃プラ、紙く

ず、木くず、繊維くず、動植

物残、ゴムくず、金属くず、

ガラ陶、がれき類、動物固形 

株式会社 細田商店 
川越市大字古谷本郷下組字川崎 1568 番 1 他

1 筆 
廃プラ、木くず 

株式会社 関東建設 川越市大字上寺山字東田 187 番 4 他 10 筆 がれき類 

東和アークス 株式会社 川越市南台 1 丁目 5番 7号の一部 ガラ陶、がれき類 

川越テック 株式会社 
川越市大字平塚新田字高田町 160 番 7 他 4

筆 

廃プラ、紙くず、木くず、繊

維くず、ゴムくず、金属く

ず、ガラ陶、がれき類 

ミノワ工業 株式会社 川越市大字下赤坂 1805 番 116 他 8 筆 汚泥 
出典：「産業廃棄物処分業者名簿(平成 31 年 4 月 1 日現在)」（埼玉県環境部、令和元年 11 月閲覧） 

「産業廃棄物処理業許可業者名簿(令和元年 10 月 1 日現在)」（さいたま市環境局、令和元年 11 月閲覧） 
「川越市産業廃棄物・特別管理産業廃棄物処分業許可業者名簿(平成 31 年 2 月 28 日現在)」（川越市環境部、令和元年 11 月
閲覧） 
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地域における廃棄物等の排出抑制、再使用及び再生利用の取組等 

一般廃棄物 

事業実施区域及びその周辺の市町の「一般廃棄物処理計画」に示される、廃棄物等の排

出抑制、再使用及び再生利用の取組等の状況は表 10.12-4 に示すとおりである。 

 

表 10.12-4(1) 廃棄物等の排出抑制、再使用及び再生利用の取組等の状況 

行政区 基本方針 施策 取り組み 

さ い た ま

市 

ごみの発生抑

制・再使用策の

推進 

（リデュース・

リユース） 

1.環境教育と啓発

活動による意識

改革の推進 

1)環境教育・環境学習

の推進 

 

①ごみスクール事業 

②親子リサイクル施設見学事業 

③出前講座 

④リサイクル基金を活用した環境教育の普及 

2)使い捨て型ライフス

タイルの見直しに向

けた啓発活動の推進 

①環境関連イベント等への出展 

②大都市共同の減量化・資源化キャンペーン 

③九都県市共同の３R 普及促進キャンペーン 

2.ごみの発生を抑

制する活動の推

進 

1)家庭での発生・排出

抑制 

①食品ロス削減に向けた取り組みの促進 

②生ごみ処理容器等購入費補助事業 

③生ごみの水切りの促進 

2)事業所での発生・排

出抑制 

①食品ロス削減に向けた取り組みの促進 

②事業用大規模建築物の所有者等への減量等計画書の

提出義務付け 

③事業ごみ適正処理啓発事業 

④さいちゃんの３R パートナーシップ宣言事業 

3)市施設での発生・排

出抑制 

①ペーパーレス化の推進 

②市イベント等におけるリユース食器の普及促進 

③マイボトル等の普及促進 

3.再使用及び再生

品利用の推進 

1)再使用の促進 ①リサイクル品展示販売会などリユース品の有効利用

に向けた事業拡充 

②フリーマーケットの後援 

2)再生品利用の推進 ①グリーン購入の推進 

資源回収の推進 

（リサイクル） 

4.市民が進めるリ

サイクル 

1)分別の徹底 ①資源物 1 類・2 類の分別啓発 

②小型家電リサイクル事業の普及促進 

③ごみ分別アプリなど電子媒体による分別啓発 

④家庭ごみの出し方マニュアルなど紙媒体による分別

啓発 

⑤クリーンさいたま推進員など地域のリーダーによる

分別啓発 

2)地域や家庭における

リサイクル活動の推

進 

①団体資源回収運動補助事業 

5.事業者が進める

リサイクル 

1)排出者責任等に基づ

く資源回収等の推進 

①大手製造小売事業者との包括連携協定に基づくリサ

イクルの推進 

②（事業系）剪定枝・大型木製品等の木くず及び刈草類

のリサイクルの推進 

③（事業系）食品廃棄物のリサイクル促進のための他市

町村との事前協議 

2)事業系資源物のリサ

イクルシステムの推

進 

①事業系資源物リサイクル事業 

6.行政が進めるリ

サイクル 

1)市による資源収集の

推進 

①資源物 1 類・2 類、小型家電の回収・資源化 

 

2)市施設での資源回収

等の推進 

①公共施設における剪定枝や生ごみ、紙ごみ等の資源化

の推進 

3)新たな資源品目への

対応検討 

①（家庭系）剪定枝・大型木製品等の木くず及び刈草類

のリサイクルの導入 
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表 10.12-4(2) 廃棄物等の排出抑制、再使用及び再生利用の取組等の状況 

行政区 基本方針 施策 取り組み 

川越市 市民・事業者・

行政の協働によ 

るごみ減量・資 

源化（3R）の推 

進 

1.環境教育・啓発活

動・地域活動の推

進 

1)環境教育に関する施

策 

①エコチャレンジ(ファミリー・スクール)認定事業 

②社会科副読本への掲載 

2)啓発活動に関する施

策 

①イベントや講座の開催 

②出前講座 

③事業者向け研修会 

3)環境プラザ(つばさ

館)の活用 

①施設見学 

②イベント・リサイクル体験講座 

4)市民協働に関する施

策 

①かわごえ環境推進員 

②クリーン川越市民運動（ごみゼロ運動） 

2.発生・排出抑制の

推進（2R の優先） 

1)発生・排出抑制に関

する施策 

①マイバッグ持参の促進 

②生ごみの減量推進 

③家庭系ごみ有料化の推進 

2)再使用に関する施策 ①つばさ館でのリユース品頒布 

3)事業者の排出抑制 ①多量排出事業者認定制度 

②事業系ごみ搬入検査 

③事業系ごみ処理手数料の適正化 

3.再資源化の推進 1)分別の徹底を推進す

る施策 

①家庭ごみの分け方・出し方の発行 

②ごみ分別アプリの活用 

③雑がみ回収袋配布の検討 

2)リサイクル活動を支

援する施策 

①集団回収事業 

3)リサイクルの推進に

関する施策 

①資源物排出機会の拡充 

②草木類資源化拡大事業 

③植木せん定枝類の再資源化の推進 

④使用済小型電子機器等の再資源化の推進 

⑤焼却灰等の再資源化の推進 

上尾市 － 1.ごみの発生・排出抑制 ①生ごみダイエット 

②生ごみ処理容器の購入補助 

③給食残さの減量化 

④雑がみの分別 

⑤持参の呼びかけ 

⑥環境学習の推進 

⑦各種イベントでの取組 

⑧有料化の検討 

⑨事業者への取組 

2. 資源化計画 ①小型家電リサイクルの推進 

②たい肥化の推進 

③地域リサイクル事業への支援 

④バイオマスエネルギーの調査 

⑤剪定枝の資源化 

志木市 4R(リフューズ・

リデュース・リ

ユース・リサイ

クル)の推進 

1.発生抑制と排出抑制の促進 ①4R(発生抑制・排出抑制・再使用・再生利用)に関する

普及啓発 

②自主的なごみ減量化に対する支援 

③拡大生産者責任に関する市民への周知等 

④多量排出事業者に対する減量化の指導 

⑤事業者に対する古紙分別・リサイクルの普及啓発 

⑥食品関連事業者に対する食品リサイクルの要請等 

2.資源化の推進 ①ごみ・資源の分別排出の徹底 

②将来的な資源化方策についての検討 

3.環境負荷の低減化と適正処理の確保 ①ごみ収集車による環境負荷の低減化 

②ごみ処理による環境負荷の抑制 

③事業者等に対する適正処理の指導 

④適正処理困難物の事業者処理の推進 

4.市民・事業者・行政三者による協働 次世代を担う人材の育成 

5.効率的かつ効果的なごみ処理体制の確立 ①ごみ処理体制の見直し 

②許可業者に対する指導と研修 

③市民や事業者に対するごみの出し方の啓発 

④作業員に対する安全教育 
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表 10.12-4(3) 廃棄物等の排出抑制、再使用及び再生利用の取組等の状況 

行政区 基本方針 施策 取り組み 

富士見市 － 1.家庭系ごみの排出抑制・資源化 ①資源化率向上の取組み 

②生ごみ減量化の推進 

③環境教育・環境学習機会の充実 

④市民への意識啓発 

⑤環境に配慮した物品の使用促進 

⑥店頭・販売店回収の促進 

⑦バイオマスの研究 

⑧家庭ごみ有料化の研究 

2.事業系ごみの排出抑制・資源化 ①エコアクション 21・ISO14001 の導入啓発 

②過剰包装の抑制 

③個人事業者への啓発 

④発生源の排出抑制 

⑤食品廃棄物の排出抑制 

⑥環境に配慮した物品の使用促進 

川島町 ごみの減量化と

資源化の推進 

1.ごみ減量化に向けた意識の向上 ①生活系ごみの減量化 

②事業系ごみの減量化 

2.リデュース・リユースの活発化 ①生ごみの減量化［リデュース］ 

②レジ袋、過剰包装の削減［リデュース］ 

③再使用の推進［リユース］ 

3.リサイクルの推進 ①生活系ごみのリサイクルの推進 

②事業系ごみのリサイクルの推進 

③リサイクル製品の利用拡大 

4.環境教育・意識啓発の推進 ①効果的な情報提供 

②環境教育の推進 

③意識啓発の推進 

出典：「第 4 次さいたま市一般廃棄物処理基本計画」（さいたま市、平成 30 年 3 月） 
「川越市一般廃棄物処理基本計画『ごみ処理基本計画』編」（川越市、平成 28 年 3 月） 
「上尾市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」（上尾市、平成 28 年 3 月） 
「志木市一般廃棄物処理基本計画（平成 25 年度～平成 34 年度）」（志木市、平成 25 年 3 月） 
「富士見市一般廃棄物処理基本計画 第２次計画改訂版（平成 28 年度～平成 32 年度）」（富士見市、平成 28 年 4 月） 
「輪中の郷 環境総合計画〈環境基本計画・一般廃棄物処理基本計画〉」（川島町、平成 27 年 3 月） 

 

建設副産物 

「建設リサイクル推進計画 2015（関東地域版）」に示される、建設副産物に関する関東

地域固有の問題解決促進のための重点施策は表 10.12-5 に示すとおりである。 

 

表 10.12-5 建設リサイクル推進計画 2015（関東地域版）における重点施策 

重点施策 取り組み 

関東地域固有の課題解決の

促進 

1)再生砕石のストック状況の把握、

再生資材利用に関する指標の検討 

①ストック状況把握、利用徹底・拡大の推進 

②フォローアップ調査の実施 

③新たな指標の検討 

2)建設発生土の利用促進 ①関東圏域発生土ワーキングの活性化 

3)建設発生土受入地の登録制度の検

討 

①適正な処理が確保される建設発生土登録受入地制度

の検討 

4)建設汚泥の利用拡大 ①建設発生土と合わせて、関東圏域建設発生土ワーキン

グの活性化により、有効利用を図る。 

②既存の「建設汚泥利用マニュアル（関東版）」の普及及

び活用を図る。 

③グリーン購入法調達方針に基づく建設汚泥の調達を

推進。 

④再生利用認定制度等を活用した、利用拡大。 

⑤フォローアップ調査の実施 

⑥各自治体の環境部局との連携強化 

出典：「建設リサイクル推進計画 2015（関東地域版）」（関東地方建設副産物再利用方策等連絡協議会、平成 27 年 7 月） 
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10.12.2 予測 

工事の実施に伴い、廃棄物及び残土の発生が想定されることから、これらの排出量及び

その抑制・処理の状況について、予測及び評価を行った。 

 

(1) 工事の実施に伴う影響 

堤体等の工事及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発生する廃棄物 

予測内容 

工事の実施に伴い発生する廃棄物の種類、種類ごとの発生量及び処理方法、排出抑制、

再使用及び再生利用の状況を予測した。 

 

予測方法 

工事計画に基づき工事の実施に伴い発生する廃棄物の種類、種類ごとの発生量を予測し

た。 

また、工事計画に係る排出抑制、再使用及び再生利用の計画等に基づき、廃棄物の排出

抑制、再使用及び再生利用の状況を予測した。予測手順は図 10.12-1 に示すとおりであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.12-1 廃棄物の予測手順 

 

予測地域・地点 

予測地域は、事業実施区域内とした。 

 

予測対象時期等 

予測対象時期等は、工事期間中とした。 

  

工事計画(掘削、樹木の伐採等) 

廃棄物の場外排出量(t) 

再資源化等率(％) 

 再資源化施設搬入量(ｔ) 

廃棄物の最終処分量(ｔ) 
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予測結果 

堤体等の工事及び工事用道路等の設置工事に伴い発生する主な廃棄物は、コンクリート

塊、アスファルト・コンクリート塊及び伐採木である。 

工事計画に基づき推計した、工事の実施に伴う種類ごとの廃棄物の発生量は表 10.12-6

及び表 10.12-7 に示すとおりである。なお、伐採木の発生量は、植生図と事業計画に基づ

く改変区域の重ね合わせにより推計した。 

また、廃棄物の再生利用について、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊は

再資源化施設へ全量搬出する計画であり、伐採木は産業廃棄物処分業者の「木くず」の許

可を得ている再資源化施設を選定し、搬出する計画である。 

 

表 10.12-6 工事の実施に伴うコンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊の発生量 

廃棄物の種類 発生量（m3） 

コンクリート塊 約 520 

アスファルト・コンクリート塊 約 120 

合計 約 640 

 

表 10.12-7 工事の実施に伴う伐採木の発生量 

廃棄物の種類 発生量（m3） 

伐採木 約 120 

 

 

堤体等の工事(掘削含む)及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発生する残土 

予測内容 

工事の実施に伴い発生する残土の発生量及び処理方法、排出抑制、再使用及び再生利用

の状況を予測した。 

 

予測方法 

工事計画(切土、盛土、掘削等)に基づき残土の発生量を予測した。 

また、工事計画に係る排出抑制、再使用及び再生利用の計画等に基づき、残土の排出抑

制、再使用及び再生利用の状況を予測した。予測手順は図 10.12-2 に示すとおりである。 
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図 10.12-2 残土の予測手順 

 

予測地域・地点 

予測地域は、事業実施区域内とした。 

 

予測対象時期等 

予測対象時期等は、工事期間中とした。 

 

予測結果 

工事の実施に伴い発生する建設発生土量は、池内水路の掘削に伴い発生する。 

工事計画に基づき推計した、工事の実施に伴い発生する建設発生土量は表 10.12-8 に

示すとおりである。 

また、建設発生土の有効利用について、表 10.12-9 に示すとおり建設発生土は主に事

業実施区域内の築堤の盛土材として有効利用し、残りの建設発生土についても事業実施区

域の下流側に位置する秋ヶ瀬ストックヤードに搬出し、他事業の建設現場等で有効活用す

る計画であり、建設発生土は可能な限り有効活用する計画である。 

 

表 10.12-8 工事の実施に伴う建設発生土量 

廃棄物の種類 対象工事 発生量（m3） 

建設発生土 池内水路掘削 約 196 万 

 

表 10.12-9 建設発生土の有効利用率 

発生量（m3） 

事業実施区域内で

有効利用する土量

（m3） 

秋ヶ瀬ストックヤ

ードへ場外搬出す

る土量（m3） 

有効利用率 

約 196 万 約 195 万 約 1 万 約 100% 

  

施工計画(掘削面積、掘削深さ) 

建設発生土の発生量(m3) 

場内再利用量(m3) 

掘削土量(m3) 

残土の搬出量(m3) 
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10.12.3 評価 

(1) 工事の実施に伴う廃棄物等 

堤体等の工事及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発生する廃棄物 

評価方法 

(A) 回避・低減の観点 

堤体等の工事及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発生する廃棄物の影響が、事業

者等により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されているかどうかについ

て評価した。 

 

評価結果 

(A) 回避・低減の観点 

堤体等の工事及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発生する廃棄物の排出にあた

っては、表 10.12-10 に示す環境の保全のための措置として「工事に伴い発生する廃棄物

は、再資源化施設へ全量搬出する」を講じることで、発生する廃棄物の低減に努める。 

以上のことから、堤体等の工事及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発生する廃棄

物等の影響は、事業者により実行可能な範囲内でできる限り低減が図られていると評価す

る。 

 

表 10.12-10 環境の保全のための措置 

影響要因 影響 検討の視点 環境の保全のための措置 
措置の

区分 

堤体等の工事(掘削

含む)及び工事用道

路等の設置工事 

廃棄物等の

発生 

発生抑制、再

利用の促進 

・工事に伴い発生する廃棄物は、再資源化

施設へ全量搬出する。 
低減 

 

堤体等の工事(掘削含む)及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発生する残土 

評価方法 

(A) 回避・低減の観点 

堤体等の工事(掘削含む)及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発生する残土の影

響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されているかどう

かについて評価した。 

 

評価結果 

(A) 回避・低減の観点 

堤体等の工事(掘削含む)及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発生する残土の排

出にあたっては、表 10.12-11 に示す環境の保全のための措置として「建設発生土は、事

業実施区域内で可能な限り有効活用し、余った残土については秋ヶ瀬ストックヤードに搬

出し、有効利用を図る」を講じることで、発生する残土の低減に努める。 
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以上のことから、堤体等の工事(掘削含む)及び工事用道路等の設置工事の実施に伴い発

生する残土の影響は、事業者により実行可能な範囲内でできる限り低減が図られていると

評価する。 

 

表 10.12-11 環境の保全のための措置 

影響要因 影響 検討の視点 環境の保全のための措置 
措置の

区分 

堤体等の工事(掘削

含む)及び工事用道

路等の設置工事 

残土の発生 
発生抑制、再

利用の促進 

・建設発生土は、事業実施区域内で可能な

限り有効活用し、余った残土については

秋ヶ瀬ストックヤードに搬出し、有効利

用を図る。 

低減 
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10.13 温室効果ガス等 

10.13.1 調査 

工事の実施に伴い、温室効果ガス等の影響が想定されることから、温室効果ガス等に係

る既存資料調査行った。 

 

調査内容 

地域における温室効果ガス排出抑制の取組状況 

地域における温室効果ガス排出抑制の取組状況を調査した。 

 

調査方法 

事業実施区域周辺の市町の地球温暖化対策関連資料等により把握した。 

 

調査地域・地点 

調査地域は、事業実施区域及びその周辺の市町とした。 

 

調査期間・頻度 

調査期間・頻度は、最新の資料とした。 
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調査結果 

地域における温室効果ガス排出抑制の取組状況 

温室効果ガスの排出量 

事業実施区域及びその周辺の市町における温室効果ガスの排出量の推移は表 10.13-1に

示すとおりである。 

平成 2 年度との比較において、平成 27 年度の総排出量は、志木市は減少したが、その他

の市町では増加しており、特にさいたま市は約 22.68%、富士見市は約 21.68%増加した。 

 

表 10.13-1(1) 温室効果ガスの排出量の推移 
単位：千 t-CO2/年 

行政区 ガス種 H2 年度 H12 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 
H2-H27 年度 
の増減率 

さいたま市 合計 4452.6 5357.5 5205.3 5499.8 5841.6 5838.3 5557.8 5462.3 22.68% 

  二酸化炭素 4281.1 5165.1 4933.4 5199.5 5519.2 5491.6 5169.7 5043.7  

  メタン 22.4 17.1 13.6 12.3 12.2 11.6 11.1 10.8  

  一酸化二窒素 74.8 72.3 46.8 47.6 39.9 40.5 43.7 45.5  

  HFC 0.0 56.1 204.2 231.4 262.1 288.4 327.6 355.5 - 

  PFC 21.1 23.2 2.7 3.9 3.2 1.9 1.7 2.7  

  SF6 53.1 23.2 4.4 4.9 4.9 4.2 3.9 4.1  

  NF3 0.1 0.4 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1  

川越市 合計 1615.5 1821.8 1676.0 1767.7 1874.2 1870.1 1805.1 1758.6 8.86% 

  二酸化炭素 1531.7 1718.6 1585.6 1670.5 1766.7 1759.1 1681.6 1616.9  

  メタン 17.4 14.4 10.2 9.8 9.5 9.5 9.5 9.4  

  一酸化二窒素 25.7 24.8 15.0 14.1 12.3 12.3 12.9 14.6  

  HFC 0.0 17.5 54.2 60.0 67.9 74.3 87.3 94.6 - 

  PFC 20.8 33.6 7.9 10.0 13.8 11.8 10.6 18.5  

  SF6 19.8 12.5 2.6 2.7 3.2 2.8 2.6 3.6  

  NF3 0.1 0.5 0.4 0.6 0.8 0.5 0.5 1.0  

上尾市 合計 944.7 1017.4 1004.5 1072.2 1102.7 1080.5 1052.6 1020.3 8.00% 

  二酸化炭素 909.9 976.0 958.9 1023.7 1050.8 1026.1 988.7 952.2  

  メタン 4.9 3.9 2.6 2.3 2.3 2.2 1.9 1.7  

  一酸化二窒素 13.8 13.5 7.0 6.8 6.2 6.6 6.3 6.0  

  HFC 0.0 10.2 31.2 35.0 39.0 42.7 52.3 56.4 - 

  PFC 5.2 4.0 1.7 2.0 2.2 1.1 1.1 1.7  

  SF6 10.9 9.7 2.9 2.1 2.2 1.8 2.4 2.2  

  NF3 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1  

志木市 合計 228.2 259.5 224.6 230.6 251.1 241.9 231.2 224.8 -1.49% 

  二酸化炭素 216.9 250.6 213.3 217.9 237.7 227.5 215.8 207.7  

  メタン 1.6 0.8 0.5 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5  

  一酸化二窒素 6.2 3.6 2.0 2.0 1.8 1.6 1.6 2.3  

  HFC 0.0 3.1 8.4 9.7 10.9 12.0 12.9 13.9 - 

  PFC 0.9 0.2 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1  

  SF6 2.6 1.2 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 0.3  

  NF3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0  

注 1）全ガス種とも、埼玉県の排出量との整合を図るため、調整を行っている。 
注 2）四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。 
出典：「埼玉県市町村温室効果ガス排出量推計報告書 2015 年度」 

(埼玉県温暖化対策課･埼玉県環境科学国際センター、平成 30 年 3 月) 
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表 10.13-1(2) 温室効果ガスの排出量の推移 
単位：千 t-CO2/年 

行政区 ガス種 H2 年度 H12 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 
H2-H27 年度 
の増減率 

富士見市 合計 283.2 356.2 329.6 350.7 371.4 382.1 352.7 344.6 21.68% 

  二酸化炭素 270.5 340.9 312.0 331.9 351.3 360.2 328.7 319.6  

  メタン 3.5 3.0 2.0 2.0 1.8 1.9 2.0 1.9  

  一酸化二窒素 5.0 4.6 2.3 2.1 1.9 2.2 2.3 2.0  

  HFC 0.0 4.8 12.8 14.3 15.9 17.4 19.3 20.7 - 

  PFC 0.4 0.4 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1  

  SF6 3.7 2.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.4  

  NF3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0  

川島町 合計 153.5 162.0 165.0 166.8 180.4 185.0 186.0 175.9 14.59% 

  二酸化炭素 130.2 141.6 150.3 152.3 165.7 169.9 165.6 157.8  

  メタン 12.9 12.0 8.8 8.6 8.5 8.5 9.2 7.8  

  一酸化二窒素 8.5 6.3 2.4 2.4 2.2 2.3 6.0 4.4  

  HFC 0.0 1.2 3.3 3.3 3.7 4.0 5.0 5.4 - 

  PFC 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4  

  SF6 1.7 0.7 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.2  

  NF3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0  

注 1）全ガス種とも、埼玉県の排出量との整合を図るため、調整を行っている。 
注 2）四捨五入の関係で、合計値が一致しない場合がある。 
出典：「埼玉県市町村温室効果ガス排出量推計報告書 2015 年度」 

(埼玉県温暖化対策課･埼玉県環境科学国際センター、平成 30 年 3 月) 
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地球温暖化対策計画 

事業実施区域及びその周辺の市町における「地球温暖化対策の推進に関する法律」(平成

10 年 10 月 9日法律第 117 号)に基づく「地球温暖化対策実行計画」の策定状況は表 10.13-2

に示すとおりである。 

「地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」は川島町を除く市町で策定されており、「地球

温暖化対策実行計画(区域施策編)」は、法的に策定の義務のある政令指定都市のさいたま

市と中核市の川越市で策定されているほか、上尾市、富士見市でも策定されている。 

各市町の「地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」での温室効果ガス排出量の削減目標

は表 10.13-3 に、「地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」を策定している市での短中長

期的な削減目標等は表 10.13-4 に示すとおりである。 

 

表 10.13-2 地球温暖化対策計画の策定状況 

 事務事業編 区域施策編  

行政区 策定･改定 

年度 
目標年度 

計画期間

（年間） 

策定･改定 

年度 

 目標年度  備考 

 短期 中期 長期  

さいたま市 H24 H32 8 年間 H24 - H32 H62 政令指定都市 

川越市 H27 H32 5 年間 H29 - H42 H62 中核市 

上尾市 H27 H33 6 年間 H27 - H32 - 区域施策編は自主作成 

志木市 H29 H32 4 年間 - - - -  

富士見市 H29 H33 5 年間 H29 - H34 - 区域施策編は自主作成 

川島町 - - - - - - - 計画未策定 

出典：「さいたま市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」(さいたま市、平成 25 年 3 月) 
「さいたま市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」(さいたま市、平成 25 年 3 月) 
「第四次川越市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」(川越市、平成 28 年 3 月) 
「第三次川越市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」(川崎市、平成 30 年 3 月) 
「第 2 次上尾市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」(上尾市、平成 28 年 3 月) 
「第 2 次上尾市環境基本計画 改訂版」(上尾市、平成 28 年 3 月) 
「第 5 次志木市地球温暖化対策実行計画」(志木市、平成 30 年 3 月) 
「第 3 次富士見市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」(富士見市、平成 29 年 4 月) 
「第 2 次富士見市環境基本計画 改訂版」(富士見市、平成 30 年 3 月) 
 

表 10.13-3 温室効果ガス排出量の削減目標【地球温暖化対策計画(事務事業編)】 
排出量単位：t-CO2/年 

行政区 
基準年度 目標年度 削減率 

（目標） 

計画策定 

･改定年度 
備考 

年度 排出量 年度 排出量 

さいたま市 H21 87,004 H32 65,529 -25% H24 政令指定都市 

川越市 H26 60,264 H32 58,300 -3.3% H27 中核市 

上尾市 H26 18,798 H33 17,670 -6% H27  

志木市 H28 3,846 H32 3,692 -4% H29  

富士見市 H27 8,145 H33 7,394 -9.22% H29  

注）行政区（市）によって、温室効果ガス排出量の算定方法や基準年度等が異なる場合がある。 
出典：「さいたま市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」(さいたま市、平成 25 年 3 月) 

「第四次川越市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」(川越市、平成 28 年 3 月) 
「第 2 次上尾市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」(上尾市、平成 28 年 3 月) 
「第 5 次志木市地球温暖化対策実行計画」(志木市、平成 30 年 3 月) 
「第 3 次富士見市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」(富士見市、平成 29 年 4 月) 
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表 10.13-4 温室効果ガス排出量の削減目標【地球温暖化対策計画(区域施策編)】 
排出量単位：t-CO2/年 

行政区 

短期目標 中期目標 長期目標 策定･ 

改定 

年度 

計画目標 

備考 基準

年度 

目標

年度 

削減率

(%) 

基準

年度 

目標

年度 

削減率

(%) 

基準

年度 

目標

年度 

削減率

(%) 

目標

設定 

基準年度 目標年度 

年度 排出量 年度 排出量 

さいたま市 - - - H21 H32 -19 H21 H62 -80 H24 
中期

目標 
H21 5,045,000 H32 4,065,000 

政令指定 

都市 

川越市 - - - H25 H42 -26 H25 H62 - H29 
中期

目標 
H25 2,227,000 H42 1,648,000 中核市 

上尾市 - - - H17 H32 -20 - - - H27 
中期

目標 
H17 1,026,000 H32 821,000  

富士見市 H22 H29 -6.8 H22 H34 -11 - - - H29 
中期

目標 
H22 388,225 H34 344,116  

注）行政区（市）によって、温室効果ガス排出量の算定方法や基準年度等が異なる場合がある。 
出典：「さいたま市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」(さいたま市、平成 25 年 3 月) 

「第三次川越市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」(川崎市、平成 30 年 3 月) 
「第 2 次上尾市環境基本計画 改訂版」(上尾市、平成 28 年 3 月) 
「第 2 次富士見市環境基本計画 改訂版」(富士見市、平成 30 年 3 月) 
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10.13.2 予測 

工事の実施に伴い、温室効果ガス等の影響が想定されることから、この影響について予

測及び評価を行った。 

 

工事の実施に伴う影響 

建設機械の稼働に伴う温室効果ガスの排出量 

予測内容 

工事の実施に伴う温室効果ガス等の影響は、建設機械の稼働及び資材運搬等の車両の走行

に伴う温室効果ガスの排出量及び削減対策に基づく排出削減量の状況について予測した。な

お、予測対象とする温室効果ガスは、二酸化炭素(CO2)、メタン(CH4)、一酸化二窒素(N2O)と

した。 

 

予測方法 

温室効果ガスの排出量及び削減対策に基づく排出削減量の予測方法は、「温室効果ガス排

出量算定・報告マニュアル(Ver4.4)」(環境省・経済産業省、令和元年 7 月)、「温室効果ガ

ス排出量算定方法ガイドライン」(環境省、平成 29 年 3 月)に準拠した。 

予測手順は図 10.13-1 に示すとおりである。 

 

 

図 10.13-1 予測手順 

 

(A) 温室効果ガスの排出量 

建設機械の稼働に伴う二酸化炭素の排出量は、建設機械ごとの定格出力、燃料消費率に、

工事計画に基づく延べ台数、稼働時間を乗じて燃料使用量を求め、排出係数を乗じて算定

した。二酸化炭素の排出量の算定式は以下に示すとおりである。 

 

  

地球温暖化係数 

工事に伴い排出される二
酸化炭素の総排出量 
（CO2）

建設機械の稼働及び資材運搬等の車
両の走行に伴う温室効果ガス排出量 

（CO2、CH4、N2O） 

工 事 計 画 

削減対策による温室効果ガ
スの排出削減量 
（CO2、CH4、N2O） 
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二酸化炭素排出量(t-CO2)  

＝燃料使用量(kL)×単位発熱量(GJ/kL)×排出係数(t-C/GJ) ×44/12（CO2/C） 

ここで、 

燃料使用量(kL)＝定格出力(kW)×燃料消費率(L/kW･h)×延べ稼働台数×稼働時間(h) 

 

また、建設機械の稼働に伴うメタン及び一酸化二窒素については、場内の運搬車両の走

行に伴う延べ走行距離に、排出係数を乗じてメタン及び一酸化二窒素の排出量を算定した。

メタン及び一酸化二窒素の排出量の算定式は以下に示すとおりである。 

 

メタン(t-CH4)  

＝延べ走行距離(km)×排出係数(kg-CH4/km) 

 

一酸化二窒素排出量(t-N2O)  

＝延べ走行距離(km)×排出係数(kg-N2O/km) 

 

(B) 温室効果ガスの排出量削減の状況 

低燃費型建設機械の採用、温室効果ガス排出量削減のための取組について示し、削減量

の算出が可能なものについては、対策ごとの削減効果の根拠を示し、排出削減量を予測し

た。 

 

予測地域・地点 

予測地域・地点は、事業実施区域及び資材運搬等の車両の走行経路とした。 

 

予測対象時期 

予測対象時期等は、工事期間中とした。 

 

予測条件 

(A) 温室効果ガスの排出量 

(a) 燃料使用量 

建設機械の種類別の燃料使用量は表 10.13-5 に示すとおりである。  



 

10.13-8 

表 10.13-5 建設機械の種類別燃料使用量 

工事 建設機械 

延べ稼働

台数 

(台) 

① 

日稼働

時間 

(h) 

② 

燃料

種 

定格

出力 

(kW) 

③ 

燃料 

消費率 

(L/kW･h) 

④ 

燃料使用量 

(kL) 

⑤=①×②×

③×④/1000 

仕切堤築堤 

囲繞堤築堤 

ブルドーザ(21t) 11,340 7 軽油 152 0.153 1,846.1 

タイヤローラ(8～20t) 14,240 7 軽油 71 0.085 601.6 

池内水路掘削 
バックホウ(クローラ型 山

積 1.4m3) 
7,470 7 軽油 164 0.153 1,312.1 

工事用道路整備 
モータグレーダ(ブレード幅

3.1m) 
560 7 軽油 85 0.108 36.0 

工事用道路整備 

越流堤築造 

アスファルトフィニッシャ

(舗装幅 2.3～6.0m) 
129 7 軽油 92 0.147 12.2 

ロードローラ(マカダム、

10t、締固め幅 2.1m) 
689 7 軽油 56 0.118 31.9 

タイヤローラ(13t) 129 7 軽油 69 0.085 5.3 

越流堤築造 

排水門築造 

バックホウ(0.8m3積) 1,450 7 軽油 104 0.153 161.5 

ラフテレーンクレーン(25t) 928 7 軽油 193 0.088 110.3 

クローラクレーン(50～55t) 93 7 軽油 132 0.076 6.5 

コンクリートポンプ車(90～

110 ㎥/h) 
300 7 軽油 199 0.078 32.6 

排水門築造 
クローラ式アースオーガ(出

力 55kW) 
704 7 軽油 123 0.085 51.5 

出典：「令和元年度建設機械等損料表」(一社 日本建設機械施工協会、令和元年 5 月) 

 

また、現場内運搬車両の燃料使用量は、表 10.13-6 に示すとおりである。 

 

表 10.13-6 現場内運搬車両の燃料使用量 

工種 車両 規格 
燃料の

種類 

燃費 

(km/L) 

① 

延べ走行台数 

(台) 

② 

走行距離 

(km/台) 

③ 

燃料使用量 

(kL) 

④=②×③/①

/1000 

現場内運搬 ダンプトラック 10t 軽油 2.89 1,104,915 8 3,058.6 

出典：「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver4.4)」(環境省・経済産業省、令和元年 7 月) 

 

(b) 単位発熱量及び排出係数 

ア) 二酸化炭素 

二酸化炭素の単位発熱量及び排出係数は、表 10.13-7 に示すとおりである。 

 

表 10.13-7 二酸化炭素の単位発熱量及び排出係数 

燃料の種類 
単位発熱量 
(GJ/kL) 

排出係数 
(tC/GJ) 

軽油 37.7 0.0187 

出典：「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver4.4)」(環境省・経済産

業省、令和元年 7月)  
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イ) メタン及び一酸化二窒素 

メタン及び一酸化二窒素の排出係数は、表 10.13-8 に示すとおりである。 

 

表 10.13-8 メタン及び一酸化二窒素の排出係数 

燃料の種類 区分 排出係数(t/GJ) 

軽油 
メタン 0.000015 

一酸化二窒素 0.000014 

出典：「温室効果ガス排出量算定方法ガイドライン」(環境省、平成 29 年 3月) 

 

(c) 地球温暖化係数 

地球温暖化係数は、表 10.13-9 に示すとおりである。 

 

表 10.13-9 地球温暖化係数 

区分 地球温暖化係数 

二酸化炭素 1 

メタン 25 

一酸化二炭素 298 

出典：「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver4.4)」 

(環境省・経済産業省、令和元年 7月) 

「日本国温室効果ガスインベントリ報告書 2019 年」 

(国立研究開発法人 国立環境研究所、平成 31 年 4月) 

 

(B) 温室効果ガスの排出量削減の状況 

建設機械の稼働に伴う温室効果ガス排出量を削減するための環境保全措置及びそれに伴

う削減効果は表 10.13-10 に示すとおりである。 

 

表 10.13-10 温室効果ガス排出量削減のための環境保全措置及び削減効果 

環境保全措置 低燃費型建設機械の採用 

ふんわりアクセル「e スタート」(緩や

かにアクセルを踏んで発進)、アイド

リングストップ、空気圧の適正管理な

どのエコドライブの励行 

削減効果 
低燃費型バックホウ 1 台当たりの二

酸化炭素量を 10%削減 

1 台当たりの燃費を 10%向上 

削減効果の根拠 

「京都議定書目標達成計画」(内閣地

球温暖化対策推進本部、平成 20 年 3

月全部改定)の「建設施工分野におけ

る低燃費型建設機械の普及」 

「エコドライブ 10 のすすめ」(エコド

ライブ普及連絡会、平成 24 年 10 月) 

温室効果ガス排出量の

削減量の算出方法 

バックホウの二酸化炭素排出量(対策

実施前)にバックホウ 1 台当たりの二

酸化炭素削減率(10%)及び低燃費型バ

ックホウの採用率(30%)を乗じて算出

した。 

エコドライブの実践率を 80%として、延

べ走行距離を燃費で除し、エコドライ

ブ励行による削減率(10%)、二酸化炭素

排出係数を乗じて算出した。 
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予測結果 

(A) 温室効果ガスの排出量 

建設機械の稼働に伴う温室効果ガス排出量（CO2,CH4,N2O）は表 10.13-11 に示すとお

りであり、工事期間全体で 18,823.1 t-CO2と予測される。 

 

表 10.13-11(1) 建設機械の稼働に伴う温室効果ガス排出量(二酸化炭素) 

工事 建設機械 

燃料 

使用量 

(kL) 

① 

単位 

発熱量 

(GJ/kL) 

② 

排出係数 

(t-C/GJ) 

③ 

CO2排出量 

(t-CO2) 

④=①×②×③

×44/12 

仕切堤築堤・囲繞堤築堤 ブルドーザ(21t) 1,846.1 37.7 0.0187 4,772.1 

タイヤローラ(8～20t) 601.6 37.7 0.0187 1,555.1 

池内水路掘削 バックホウ(クローラ

型)(山積 1.4m3) 
1,312.1 37.7 0.0187 3,391.7 

工事用道路整備 モータグレーダ(ブレー

ド幅 3.1m) 
36.0 37.7 0.0187 93.1 

工事用道路整備 

・越流堤築造 

アスファルトフィニッシ

ャ(舗装幅 2.3～6.0m) 
12.2 37.7 0.0187 31.5 

ロードローラ(マカダ

ム、10t、締固め幅

2.1m) 

31.9 37.7 0.0187 82.5 

タイヤローラ(13t) 5.3 37.7 0.0187 13.7 

越流堤築造・排水門築造 バックホウ(0.8m3積) 161.5 37.7 0.0187 417.5 

ラフテレーンクレーン

(25t) 
110.3 37.7 0.0187 285.1 

クローラクレーン(50～

55t) 
6.5 37.7 0.0187 16.8 

コンクリートポンプ車

(90～110m3/h) 
32.6 37.7 0.0187 84.3 

排水門築造 クローラ式アースオーガ

(55kW) 
51.5 37.7 0.0187 133.1 

共通(運搬) ダンプトラック(10t) 3,058.6 37.7 0.0187 7,906.4 

合計 7,266.2 - - 18,782.9 

 

表 10.13-11 (2) 建設機械の稼働に伴う温室効果ガス排出量(メタン) 

工事 建設機械 
延べ走行距離 

(km) 
① 

排出係数 
(kg-CH4/km) 

② 

CH4排出量 
(t-CH4) 

③=①×②
/1000 

共通(運搬) 
ダンプトラッ
ク(10t) 

8,839,320 0.000015 0.1326 

 

表 10.13-11 (3) 建設機械の稼働に伴う温室効果ガス排出量(一酸化二窒素) 

工事 建設機械 
延べ走行距離 

(km) 
① 

排出係数 
(kg-N2O/km) 

② 

N2O 排出量 
(t-N2O) 

③=①×②
/1000 

共通(運搬) 
ダンプトラ
ック(10t) 

8,839,320 0.000014 0.1238 
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表 10.13-11 (4) 建設機械の稼働に伴う温室効果ガス排出量(CO2換算合計) 

燃料の種類 
温室効果ガス排出量 

① 
地球温暖化

係数 
② 

CO2換算排出量 
(t-CO2) 

③=①×② 種類 (t) 

軽油 

CO2 18,782.9 1 18,782.9 

CH4 0.1326 25 3.3 

N2O 0.1238 298 36.9 

合計 - - - 18,823.1 

 

(B) 温室効果ガスの排出量削減の状況 

建設機械の稼働に伴う温室効果ガス排出量を削減するための環境保全措置を講じた場合

の予測結果(対策実施による CO2削減量)は表 10.13-12 に示すとおりである。 

対策実施による CO2削減量は、低燃費型建設機械の採用が 114.3 t-CO2、エコドライブの

励行が 675.4 t-CO2で合計 789.7 t-CO2と予測される。 

 

表 10.13-12(1) 対策実施後の温室効果ガス削減量(低燃費型建設機械の採用) 

工事 建設機械 

CO2排出量 
(t-CO2) 

(対策実施前) 
①  

低燃費型バックホ
ウを導入した場合
の 1 台当たりの二
酸化炭素排出量の

削減効果(%) 
② 

低燃費型バ
ックホウの
導入率(%) 

③ 

対策実施による 
CO2削減量 
(t-CO2) 

④=①×②×③ 

池内水路掘削 
バックホウ(ク
ローラ型)(山
積 1.4m3) 

3,391.7 

10% 30% 

101.8 

越流堤築造・
排水門築造 

バックホウ
(0.8m3積) 

417.5 12.5 

合計 3,809.2 114.3 

 

表 10.13-12 (2) 対策実施後の温室効果ガス削減量(エコドライブの励行) 

車両 規格 

CO2排出量 
(t-CO2) 

(対策実施前) 
① 

エコドライブ励行
による削減効果

(%) 
② 

エコドライ
ブの実施率

(%) 
③ 

対策実施による 
CO2削減量 
(t-CO2) 

④=①×②×③ 

ダンプトラック 10t 7,906.4 

10% 80% 

632.5 

アジテータトラック 8t 535.9 42.9 

合計 8,442.3 675.4 

 

 

 

資材運搬等の車両の走行に伴う温室効果ガス排出量 

予測内容 

工事の実施に伴う温室効果ガス等の影響は、建設機械の稼働及び資材運搬等の車両の走行

に伴う温室効果ガスの排出量及び削減対策に基づく排出削減量の状況について予測した。な

お、予測対象とする温室効果ガスは、二酸化炭素(CO2)、メタン(CH4)、一酸化二窒素(N2O)と

した。 
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予測方法 

温室効果ガスの排出量及び削減対策に基づく排出削減量の予測方法は、「温室効果ガス排

出量算定・報告マニュアル(Ver4.4)」(環境省・経済産業省、令和元年 7 月)、「温室効果ガ

ス排出量算定方法ガイドライン」(環境省、平成 29 年 3 月)に準拠した。 

予測手順は前掲図 10.13-1 に示すとおりである。 

 

(A) 温室効果ガスの排出量 

資材運搬等の車両の走行に伴う二酸化炭素の排出量は、場外の運搬車両の燃費、延べ走

行台数、走行距離を用いて燃料使用量を算出し、排出係数を乗じて二酸化炭素排出量を算

定した。 

また、資材運搬等の車両の走行に伴うメタン及び一酸化二窒素についても、場外の運搬

車両の走行に伴う延べ走行距離に、排出係数を乗じてメタン及び一酸化二窒素の排出量を

算定した。 

 

二酸化炭素排出量(t-CO2)  

＝燃料使用量(kL)×単位発熱量(GJ/kL)×排出係数(t-C/GJ) ×44/12（CO2/C） 

 

ここで、燃料使用量(kL)＝延べ走行距離(km)／燃費(km/L)／1000 

延べ走行距離(km)＝延べ走行台数×走行距離(km) 

 

(B) 温室効果ガスの排出量削減の状況 

低燃費型建設機械の採用、温室効果ガス排出量削減のための取組について示し、削減量

の算出が可能なものについては、対策ごとの削減効果の根拠を示し、排出削減量を予測し

た。 

 

予測地域・地点 

予測地域・地点は、事業実施区域及び資材運搬等の車両の走行経路とした。 

 

予測対象時期 

予測対象時期等は、工事期間中とした。 

 

予測条件 

(A) 温室効果ガスの排出量 

(a) 燃料使用量 

工事計画より場外からのコンクリートの運搬車両であるアジテータトラックを予測対

象とした。 

予測対象とした資材運搬等の車両の燃料使用量は、表 10.13-13に示すとおりである。 
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表 10.13-13 資材運搬等の車両の燃料使用量 

車両 規格 
燃料の

種類 

燃費 

(km/L)

① 

延べ走行台数

(台) 

② 

走行距離

(km/台) 

③ 

燃料使用量 

(kL) 

④=②×③/①

/1000 

アジテータトラック 8t 軽油 3.09 16,014 40 207.3 

出典：「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver4.4)」(環境省・経済産業省、令和元年 7 月) 

 

(b) 単位発熱量及び排出係数 

排出係数は、「(A)建設機械の稼働に伴う温室効果ガス (b)単位発熱量及び排出係数」

と同様とした。 

 

(c) 地球温暖化係数 

地球温暖化係数は、「（A)建設機械の稼働に伴う温室効果ガス (c)地球温暖化係数」と

同様とした。 

 

(B) 温室効果ガスの排出量削減の状況 

建設機械の稼働及び資材運搬等の車両の走行に伴う温室効果ガス排出量を削減するた

めの環境保全措置及びそれに伴う削減効果は前掲表 10.13-10 に示すとおりである。 

 

予測結果 

(A) 温室効果ガスの排出量 

資材運搬等の車両の走行に伴う温室効果ガス排出量（CO2,CH4,N2O）は、表 10.13-14 に

示すとおりであり、工事期間全体で 538.8 t-CO2と予測される。 

 

表 10.13-14(1) 資材運搬等の車両に伴う温室効果ガス排出量(二酸化炭素) 

車両 規格 
燃料の

種類 

燃料 

使用量 

(kL) 

① 

単位 

発熱量 

(GJ/kL) 

② 

排出係数 

(t-C/GJ) 

③ 

CO2排出量 

(t-CO2) 

④=①×②×③×

44/12 

アジテータトラック 8t 軽油 207.3 37.7 0.0187 535.9 

 

 

表 10.13-14(2) 資材運搬等の車両に伴う温室効果ガス排出量(メタン) 

車両 規格 
燃料の

種類 

延べ走行距離 
(km) 
① 

排出係数 
(kg-CH4/km) 

② 

CH4排出量 
(t-CH4) 

③=①×②/1000 

アジテータトラック 8t 軽油 640,560 0.000015 0.0096 

 

表 10.13-14(3) 資材運搬等の車両に伴う温室効果ガス排出量(一酸化二窒素) 

車両 規格 
燃料の

種類 

延べ走行距離 
(km) 
① 

排出係数 
(kg-N2O/km) 

② 

CH4排出量 
(t-N2O) 

③=①×②/1000 

アジテータトラック 8t 軽油 640,560 0.000014 0.0090 
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表 10.13-14(4) 資材運搬等の車両に伴う温室効果ガス排出量(CO2換算合計) 

車両 規格 
燃料の
種類 

温室効果ガス排出量 
① 

地球温暖
化係数 
② 

CO2換算排出量 
(t-CO2) 

③=①×② 種類 (t) 

アジテータトラック 8t 軽油 

CO2 535.9 1 535.9 

CH4 0.0096 25 0.2 

N2O 0.0090 298 2.7 

合計 - - - 538.8 

 

(B) 温室効果ガスの排出量削減の状況 

資材運搬等の車両の走行に伴う温室効果ガス排出量を削減するための環境保全措置を講

じた場合の予測結果(対策実施による CO2削減量)は前掲表 10.13-12 に示すとおりである。 

対策実施による CO2削減量は、低燃費型建設機械の採用が 114.3 t-CO2、エコドライブの

励行が 675.4 t-CO2で合計 789.7 t-CO2と予測される。 
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10.13.3 評価 

工事の実施に伴う温室効果ガス等 

評価方法 

回避・低減の観点 

工事の実施に伴う温室効果ガス等の影響が事業者により実行可能な範囲内でできる限り

回避され、又は低減されているかどうかについて評価した。 

 

評価結果 

回避・低減の観点 

工事中における二酸化炭素排出量の予測結果は表 10.13-15 に示すとおりであり、対策

実施前の二酸化炭素排出量の合計は 19,362 t-CO2、対策実施後の二酸化炭素排出量の合計

は 18,572 t-CO2、二酸化炭素の削減量は 790 t-CO2 (削減率 4.1%)と予測される。 

本事業では、温室効果ガス等の排出抑制に向けて、掘削・築堤作業の土量に応じて適切

な規模の建設機械を稼働させる計画である。また、表 10.13-16 に示す環境の保全のため

の措置として「温室効果ガス排出量が少ない低燃費型建設機械の使用に努める」「建設機械

の稼働にあたっては、アイドリングストップやエンジン回転の抑制など省エネ運転を徹底

する」「建設機械の整備、点検を徹底する」「場内の資材運搬等の車両ルートを効率化し、

走行時間を短縮して移動できるよう考慮して計画する」「資材運搬等の車両のアイドリング

ストップやエンジン回転の抑制など省エネ運転を徹底する」「資材運搬等の車両の整備、点

検を徹底する」を講じることで、工事の実施に伴う温室効果ガス等の影響の低減に努める。 

以上のことから、工事の実施に伴う温室効果ガス等の影響は、事業者により実行可能な

範囲内でできる限り低減が図られていると評価する。 

 

表 10.13-15 工事中における二酸化炭素排出量 

予測項目 

二酸化炭素排出量 
(対策実施前) 

(t-CO2) 
① 

対策実施による 
二酸化炭素削減量 

(t-CO2) 
② 

二酸化炭素排出量 
(対策実施後) 

(t-CO2) 
③=①-② 

建設機械の稼働に伴う温室効果ガ
ス 

18,823 
747 

(削減率 4.0%) 
18,076 

資材運搬等の車両の走行に伴う温
室効果ガス 

539 
43 

(削減率 8.0%) 
496 

合計 19,362 
790 

(削減率 4.1%) 
18,572 
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表 10.13-16 環境の保全のための措置 

影響要因 影響 
検討の視

点 
環境の保全のための措置 

措置の
区分 

建 設 機 械
の稼働 

温 室 効 果
ガ ス 等 の
排出 

排 出 の 抑
制 

・温室効果ガス排出量が少ない低燃費型建設機械の使
用に努める。 

・建設機械の稼働にあたっては、アイドリングストッ
プやエンジン回転の抑制など省エネ運転を徹底す
る。 

・建設機械の整備、点検を徹底する。 
・場内の資材運搬等の車両ルートを効率化し、走行時

間を短縮して移動できるよう考慮して計画する。 

低減 

資 材 運 搬
等 の 車 両
の走行 

温 室 効 果
ガ ス 等 の
排出 

排 出 の 抑
制 

・資材運搬等の車両のアイドリングストップやエンジ
ン回転の抑制など省エネ運転を徹底する。 

・資材運搬等の車両の整備、点検を徹底する。 
低減 
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10.14 コミュニティ 

調査 

工事の実施及び土地又は工作物の存在・供用に伴い、事業実施区域及びその周辺のコ

ミュニティ施設等への影響が想定されることから、コミュニティ施設等に係る既存資料

調査を行った。 

 

調査内容 

コミュニティ施設等の分布の状況 

事業実施区域及びその周辺におけるコミュニティ施設等の分布状況を調査した。 

 

コミュニティ施設等の利用状況 

事業実施区域及びその周辺に分布するコミュニティ施設等の利用状況を調査した。 

 

コミュニティ施設等への経路及び交通手段の状況 

事業実施区域及びその周辺に分布するコミュニティ施設等への経路及び交通手段を調査

した。 

 

調査方法 

コミュニティ施設等の分布の状況 

住宅地図、さいたま市公民館条例（平成 13 年 5 月 1 日、条例第 127 号）等の既存資料を

参考に、主なコミュニティ施設等を抽出し、既存資料の整理及び管理者への聞き取りによ

り、コミュニティ施設等の分布状況を把握した。 

 

コミュニティ施設等の利用の状況 

さいたま市統計書（平成 30 年版）（さいたま市ホームページ）等の既存資料を基に、コ

ミュニティ施設等の利用状況を把握した。 

 

コミュニティ施設等への経路及び交通手段の状況 

さいたま市教育委員会事務局からの各公民館の施設案内等の既存資料及び管理者への聞

き取りにより、コミュニティ施設等への経路及び交通手段の状況を把握した。 

 

調査地域・地点 

調査地域は事業実施区域及びその周辺約 1.5km の範囲とし、調査地点は表 10.14-1 及び

図 10.14-1 に示すとおりであり、既存文献調査結果により抽出された 13 地点（施設）とし

た。 

 

調査期間・頻度 

調査期間・頻度は、最新の資料とした。 
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表 10.14-1 事業実施区域及びその周辺の主要なコミュニティ施設等 

種別 施設等 所在地 

公民館 大久保東公民館 さいたま市桜区大字大久保領家 131-6 

大久保公民館 さいたま市桜区五関 839-2 

植水公民館 さいたま市西区中野林 173-2 

馬宮公民館 さいたま市西区西遊馬 236-2 

平方公民館 上尾市平方 905-1 

コミュニティセ

ンター等 

地域中核施設プラザウエスト さいたま市桜区道場 4-3-1 

馬宮コミュニティセンター さいたま市西区西遊馬 533-1 

公園・広場等 荒川総合運動公園 さいたま市桜区在家 591 

大宮けんぽグラウンド さいたま市西区二ツ宮 113-1 

西遊馬公園 さいたま市西区西遊馬 3433-1 他 

宝来運動公園 さいたま市西区宝来 2022-1 他 

川越運動公園 川越市大字下老袋 388-1 

富士見市運動公園 富士見市南畑新田 1267-1 

出典：「さいたま市公民館条例」(平成 13 年 5月 1日 条例第 127 号) 

「さいたま市コミュニティ施設条例」(平成 13 年 5月 1 日 条例第 212 号) 

「上尾市立公民館条例」(昭和 60 年 3月 29 日 条例第 8 号) 
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図 10.14-1 コミュニティ施設等の調査地域・地点 
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調査結果 

コミュニティ施設等の分布の状況 

事業実施区域及びその周辺には 5 つの公民館、2 つのコミュニティセンターが分布し、

事業実施区域内に 6 つの公園・広場等が分布している。各コミュニティ施設等の施設概要

は表 10.14-2 に示すとおりである。 

 

表 10.14-2(1) コミュニティ施設等の施設概要(大久保東公民館) 

項目 内容 

施設名 大久保東公民館 

所在地 さいたま市桜区大字大久保領家 131-6 

施設内容 

・視聴覚室(定員 48 名)、美術工芸室(定員 30 名) 

・調理実習室(定員 25 名)、体育室(定員 200 名)、和室(定員 30 名) 

・会議室 1(定員 12 名)、会議室 2(定員 24 名)、会議室 3(定員 12 名)、

会議室 4(定員 36 名) 

・講座室(定員 36 名) 

利用時間 9:00～17:00、18:00～21:30 

管理者 さいたま市教育委員会事務局生涯学習総合センター 

交通アクセス 「大久保団地」バス停下車徒歩 1 分 
出典：「大久保東公民館の施設案内」(さいたま市教育委員会事務局、令和元年 10 月閲覧) 

 

表 10.14-2(2) コミュニティ施設等の施設概要(大久保公民館) 

項目 内容 

施設名 大久保公民館 

所在地 さいたま市桜区五関 839-2 

施設内容 

・和室(2 階・定員 20 名)、会議室(2 階・定員 10 名) 

・講座室(2 階・定員 40 名）、調理室(2 階・定員 15 名) 

・体育室(3 階・定員 150 名) 

利用時間 9:00～17:00、18:00～21:30 

管理者 さいたま市教育委員会事務局生涯学習総合センター 

交通アクセス 「大久保支所」バス停下車徒歩 1 分、「大久保」バス停下車徒歩 3分 
出典：「大久保公民館の施設案内」(さいたま市教育委員会事務局、令和元年 10 月閲覧) 

 

表 10.14-2(3) コミュニティ施設等の施設概要(植水公民館) 

項目 内容 

施設名 植水公民館 

所在地 さいたま市西区中野林 173-2 

施設内容 

・大和室(定員 24 名)、小和室(定員 6名) 

・大会議室(定員 33 名)、小会議室(定員 18 名) 

・実習室(定員 25 名) 

・多目的広場(648m2) 

・レクリエーションホール(定員 81 名) 

利用時間 9:00～17:00、18:00～21:30 

管理者 さいたま市教育委員会事務局生涯学習総合センター 

交通アクセス 「水判土（慈眼寺観音前）」バス停下車徒歩 7 分 
出典：「植水公民館の施設案内」(さいたま市教育委員会事務局、令和元年 10 月閲覧) 
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表 10.14-2(4) コミュニティ施設等の施設概要(馬宮公民館) 

項目 内容 

施設名 馬宮公民館 

所在地 さいたま市西区西遊馬 236-2 

施設内容 

・和室(定員 30 名) 

・会議室(定員 60 名) 

・実習室(定員 30 名) 

・レクリエーションホール(定員 90 名) 

・工作室(定員 30 名) 

利用時間 9:00～17:00、18:00～21:30 

管理者 さいたま市教育委員会事務局生涯学習総合センター 

交通アクセス 「馬宮コミュニティセンター」バス停下車徒歩 3分 
出典：「馬宮公民館の施設案内」(さいたま市教育委員会事務局、令和元年 10 月閲覧) 

 

表 10.14-2(5) コミュニティ施設等の施設概要(平方公民館) 

項目 内容 

施設名 平方公民館 

所在地 上尾市平方 905-1 

施設内容 

・講座室 1(定員 54 名)、講座室 2(定員 27 名) 

・和室 1(定員 20 名)、和室 2(定員 12 名) 

・調理室(定員 20 名) 

・集会室兼体育室(定員 200 名) 

利用時間 9:00～22:00 

管理者 上尾市教育総務部 平方公民館 

交通アクセス 「平方南」バス停下車徒歩すぐ 
出典：「平方公民館の施設情報」(上尾市教育総務部、令和元年 10 月閲覧) 

 

表 10.14-2(6) コミュニティ施設等の施設概要(地域中核施設プラザウエスト) 

項目 内容 

施設名 地域中核施設プラザウエスト 

所在地 さいたま市桜区道場 4-3-1 

施設内容 

・さくらホール(402 席)、楽屋(第 1～第 5：計 36 名)、リハーサル室

(第 1～第 2：計 26 名) 

・多目的ルーム(204 名※)、視聴覚室(150 名) 

・セミナールーム(第 1～第 8：計 291 名)、音楽スタジオ(1～5：計 34

名)、和室(第 1～第 4：計 44 名)、パソコンルーム(21 名)、ギャラリ

ー、アトリエ(陶芸：25 名、絵画：20 名、造形：13 名)、キッチンス

タジオ(25 名)、託児室(15 名)、キッズルーム 

・駐車場 394 台 

利用時間 9：00～21：30 休館日 毎月第 2・4 月曜日 

管理者 公益財団法人さいたま市文化振興事業団 

交通アクセス 「桜区役所」バス停下車徒歩すぐ 
※：教室形式での定員数 

出典：「各施設のご案内」(公益財団法人さいたま市文化振興事業団、令和元年 10 月閲覧) 
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表 10.14-2(7) コミュニティ施設等の施設概要(馬宮コミュニティセンター) 

項目 内容 

施設名 馬宮コミュニティセンター 

所在地 さいたま市西区西遊馬 533-1 

施設内容 

・<1 階>馬宮図書館(併設)、老人福祉センター馬宮荘(併設) 

・<2 階>多目的ホール(298 名)、馬宮児童センター(併設) 

・<3 階>第 1集会室(45 名)、第 2 集会室(24 名)、第 3～4 集会室(各 25

名)、調理室(10 名)、アトリエ工作室(25 名)、音楽室(24 名) 

・和室 1(6 名)、和室 2(8 名)、書斎 3室(各 1 名)、窯室 

・駐車場 83 台 

利用時間 9：00～21：30 

管理者 さいたま市市民局市民生活部コミュニティ推進課 

交通アクセス 「馬宮コミュニティセンター」バス停下車すぐ 
出典：「各施設のご案内」(公益財団法人さいたま市文化振興事業団、令和元年 10 月閲覧) 

 

表 10.14-2(8) コミュニティ施設等の施設概要(荒川総合運動公園) 

項目 内容 

施設名 荒川総合運動公園 

所在地 さいたま市桜区大字在家 591 

施設内容 

・スポーツ施設 

テニスコート 24 面、サッカー場 3 面、野球場 5 面、ソフトボール場

兼少年野球場 6 面 

・多目的広場 

・駐車場 750 台 

利用時間 9:00～17:00 

管理者 荒川総合運動公園管理事務所 

交通アクセス 「やつしまニュータウン」バス停下車徒歩約 15 分 
出典：「施設案内 公園」(さいたま市、令和元年 10 月閲覧) 

 

表 10.14-2(9) コミュニティ施設等の施設概要(大宮けんぽグラウンド 1/2) 

項目 内容 

施設名 健康保険組合運動場(大宮けんぽグラウンド) 

所在地 さいたま市西区二ツ宮 

施設内容 

・スポーツ施設 

野球場 52 面、テニスコート 106 面、サッカー場 6 面、ラグビー場 1

面、陸上トラック 2 面、フットサル場 6面 

・駐車場 

利用時間 

1 月     ～3 月中旬 平日 9:00～16:00 土日祭日 8:00～16:00 

3 月中旬 ～3月末   平日 9:00～17:00 土日祭日 6:00～17:00 

4 月     ～10 月    平日 9:00～17:00 土日祭日 6:00～18:00 

11 月    ～12 月    平日 9:00～16:00 土日祭日 7:00～16:00 

 

定休日：火曜日 

管理者 東京健保組合大宮運動場クラブハウス(大宮けんぽグラウンド事務所) 

交通アクセス 
「運動場前」バス停下車徒歩約 5 分 

「二ツ宮」バス停下車徒歩約 5 分 
出典：「大宮けんぽグラウンド」(大宮けんぽグラウンド、令和元年 10 月閲覧) 
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表 10.14-2(9) コミュニティ施設等の施設概要(大宮けんぽグラウンド 2/2) 

項目 内容 

施設名 健康保険組合運動場(大宮けんぽグラウンド S フィールド) 

所在地 さいたま市西区二ツ宮 

施設内容 

・スポーツ施設 

 野球場 8 面、テニスコート 10 面 

・駐車場約 220 台 

利用時間 

1 月     ～3 月中旬 野球場、テニスクレーコートは補修期間 

3 月中旬 ～3月末   平日 9:00～17:00 土日祭日 6:00～17:00 

4 月     ～10 月    平日 9:00～17:00 土日祭日 6:00～18:00 

11 月    ～12 月    平日 9:00～16:00 土日祭日 7:00～16:00 

 

定休日：火曜日 

管理者 
一般社団法人さいたまスポーツコミッション 大会誘致支援課(大宮け

んぽグラウンド S フィールド運営管理者) 

交通アクセス 
「運動場前」バス停下車徒歩約 5 分 

「二ツ宮」バス停下車徒歩約 5 分 
出典：「大宮けんぽグラウンド S フィールド」(大宮けんぽグラウンド S フィールド、令和元年 10 月閲覧) 

 

表 10.14-2(10) コミュニティ施設等の施設概要(西遊馬公園) 

項目 内容 

施設名 西遊馬公園 

所在地 さいたま市西区西遊馬 3433－1 他 

施設内容 

・スポーツ施設 

野球場 2面、サッカー場 2面、テニスコート 10 面 

・多目的広場 

・駐車場 194 台 

利用時間 9:00～17:00 

管理者 西遊馬公園事務所 

交通アクセス 
「西遊馬」バス停下車徒歩約 15 分 

JR 川越線「指扇駅」下車徒歩約 20 分 
出典：「施設案内 公園」(さいたま市、令和元年 10 月閲覧) 

 

表 10.14-2(11) コミュニティ施設等の施設概要(宝来運動公園) 

項目 内容 

施設名 宝来運動公園 

所在地 さいたま市西区宝来 2022-1 他 

施設内容 

・スポーツ施設 

野球場 2面、サッカー場 1面 

・駐車場 83 台 

利用時間 9:00～17:00 

管理者 西遊馬公園事務所 

交通アクセス 「指扇神社前」バス停下車徒歩約 10 分 
出典：「施設案内 公園」(さいたま市、令和元年 10 月閲覧) 
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表 10.14-2(12) コミュニティ施設等の施設概要(川越運動公園) 

項目 内容 

施設名 川越運動公園 

所在地 川越市大字下老袋 388-1 

施設内容 

・スポーツ施設 

テニスコート 12 面、壁打練習コート 2 面、陸上競技場   

・総合体育館 

・駐車場 716 台 

利用時間 

総合体育館  9:00～21:00 

テニスコート 9:00～21:00 

陸上競技場    

 4 月 1 日～8月 31 日 9;00～18:00  

  9 月 1 日～3月 31 日 9:00～17:00 

 

定休日：火曜日 

管理者 川越市施設管理公社 

交通アクセス 
「川越運動公園」バス停下車徒歩約 10 分 

「トワーム小江戸病院」バス停下車徒歩約 10 分 
出典：「施設のご案内」(公益財団法人 川越市施設管理公社、令和 2 年 7 月閲覧) 

 

表 10.14-2(13) コミュニティ施設等の施設概要(富士見市運動公園) 

項目 内容 

施設名 富士見市運動公園 

所在地 富士見市南畑新田 1267-1 

施設内容 

・スポーツ施設 

野球場 2面、ミニ野球場 2面、テニスコート 6 面、サッカー場、 陸

上トラック 

・駐車場 150 台 

利用時間 8:00～17:00 

管理者 富士見市役所生涯学習課 スポーツグループ 

交通アクセス 「宗岡蓮田」バス停下車徒歩約 10 分 
出典：「窓口・施設案内 スポーツ施設」(富士見市、令和 2 年 7 月閲覧) 
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コミュニティ施設等の利用状況 

事業実施区域及びその周辺に存在するコミュニティ施設等の利用状況は、表 10.14-3 に

示すとおりである。 

平成 27 年度～29 年度における各施設の利用者数は、概ね横ばい傾向にある。 

 

表 10.14-3 コミュニティ施設等の利用状況 

種別 施設等 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

公民館 

大久保東公民館 
利用件数 5,937 5,769 6,299 

延利用者数 66,827 65,973 78,009 

大久保公民館 
利用件数 2,327 2,323 (917) 

延利用者数 29,062 30,382 (12,156) 

植水公民館 
利用件数 2,809 (1,239) 2,452 

延利用者数 32,998 (15,391) 26,177 

馬宮公民館 
利用件数 2,973 2,973 2,696 

延利用者数 30,582 31,211 28,636 

平方公民館 
利用件数 － － － 

延利用者数 25,897 26,692 28,383 

コミュニティ

センター等 

地域中核施設プラ

ザウエスト 
延利用者数 168,509 169,365 176,962 

馬宮コミュニティ

センター 

利用件数 6,577 6,796 7,310 

延利用者数 85,647 80,637 106,192 

公園・広場等 

荒川総合運動公園 延利用者数 161,287 184,062 141,107 

大宮けんぽグラウ

ンド 
延利用者数 965,678 1,011,966 888,341 

西遊馬公園 延利用者数 62,468 57,868 45,158 

宝来運動公園 延利用者数 19,557 19,750 15,158 

川越運動公園 延利用者数 291,840 259,539 267,107 

富士見市運動公園 延利用者数 18,575 28,594 22,894 

注 1）「-」は公表データがないことを示す。 

注 2）（ ）の数字は、年度中に工事等で施設の一部または全部が一定期間休館していたことを示す。 

注 3）大宮けんぽグラウンドは、施設管理者への聞き取り調査結果による。 

出典：「さいたま市統計書(平成 30 年版)」(さいたま市ホームページ、令和元年 7 月閲覧) 

「統計あげお(平成 30 年版)」(上尾市ホームページ、令和元年 7 月閲覧) 

「公社概要」（公益財団法人 川越市施設管理公社ホームページ、令和元年 7 月閲覧） 

「統計ふじみ」（富士見市ホームページ、令和元年 7 月閲覧） 

 

コミュニティ施設等への経路及び交通手段の状況 

各コミュニティ施設等への主な交通手段は、バス、鉄道、自動車、自転車、徒歩であっ

た。 

主な交通手段のうち、鉄道及びバス路線について、事業実施区域周辺の路線網の状況は

図 10.14-2 に示すとおりである。なお、各コミュニティ施設等の最寄りのバス停は前掲表 

10.14-2 で示したとおりである。 

また、主な交通手段のうち自動車、自転車、徒歩による各コミュニティ施設への主なア

クセスルートについて、事業実施区域周辺の道路網の状況は図 10.14-3 に示すとおりであ

る。 






